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研究主題 

自ら学びを舵取りするとともに 

多様な他者と共に助け合いながら 

明るい未来を切り拓く子どもの育成 

～新しい生活様式を取り入れた特別活動の実現を目指して～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 小須戸小学校 研究全体計画 
新潟市立小須戸小学校 研究推進委員会 

Ⅰ．研究主題 

 

 

 

 

 

Ⅱ．研究主題設定の理由 

１．はじめに 

現在，新型コロナウイルスの感染拡大により，学習指導要領解説の総説に示されている「予測が困難な

時代」の渦中にある。状況が日々刻々と変化し，先行きが不透明な中での学校生活は，教職員はもとよ

り，子どもたちに様々な不安や心理的な負担感等の影響を与え続けている。 

しかし，当たり前の日常が奪われた時だからこそ，目指す子どもの姿を改めて見直す好機として捉え直

すことができた。当校では，目指す子どもの姿を「自らの学びを舵取りするとともに 多様な他者と助け合いな

がら 明るい未来を切り拓く子ども」と再設定した。また，このような子どもに求められる資質･能力を，伝え

る力，認める力，律する力とし，以下のように定義した。 

伝える力 仲間と共に学び合う中で，相手や場面などに応じて自分の考えや思いを発信する力 

認める力 多様な他者とかかわり合う中で，考え方・思いを理解したり，共感したりする力 

律する力 自分自身と向き合いながら，自らよりよい方法を選択する力 

これらの資質・能力は，当校の教育ビジョンに掲げている「学び合い」「かかわり合い」「自分と向き合

い」という学習過程を大切にしながら育成する。また，これらの資質・能力を育成するための３つの柱と

して，特別活動，学びのユニバーサルデザイン，ICT 活用推進を設定し，研究を推進する。 

 

２．特別活動の視点から 

特別活動は，コロナ禍において非常に厳しい状況にある。世間では，学習の進度に注目が集まっている

一方で，次々と子どもたちが楽しみにしている行事や活動は削減されている。そんな今だからこそ，学校

には，大きく発想を転換し，新しい特別活動を創り出すことが求められている。  

しかし，それは教師だけの役目ではない。誰もが直面したことのない国難とも言える状況だからこそ，

子どもたちと教師が一緒になってお互いの考えを伝え合い，試行錯誤しながらよりよいものを創り上げよ

うと目の前の課題を解決したり，創意工夫を生かして，今までとは違う新たな活動を生み出したりするこ

とが求められる。とりわけ，「なすことによって学ぶ」ことを方法原理とする特別活動では，困難から逃げ

出したり諦めたりするのではなく，知恵を出し合い，仲間と力を合わせ,自分たちの力で明るい未来を切り

拓くことができることを，子どもたち自身が実際の体験を通して学ぶことが非常に重要である。 

当たり前だったことが失われた今だからこそ，子どもたちはこれまで以上に，仲間と共に「困難を乗り

越える体験」「新しいものを創り出す体験」をすることができる。特別活動の可能性を最大限に生かして，

これからの時代に求められる資質・能力の育成を目指す。 

自らの学びを舵取りするとともに 

多様な他者と助け合いながら 明るい未来を切り拓く子どもの育成 



３．学びのユニバーサルデザインの視点から 

 学びのユニバーサルデザイン（以下 ＵＤＬ）は，当校が最も大切にしている授業デザインの概念的なフ

レームワークである。ＵＤＬは，脳科学，学習科学，発達心理学，神経心理学等の科学的なエビデンスに

基づいて開発されている。今後，教師が「どう教えるか」から，学習者が「どのように学ぶか」へのマイ

ンドセットの転換が必要になる。つまり，教師は知識を授けることから，学習者を傍らから支援すること

への変化が強く求められるということである。 

子どもたちが自分で自分に合った学び方を選び，主体的に学ぶために，私たちはＵＤＬの３原則（「取り

込み」「提示・理解」「行動と表出」）に基づいて柔軟に授業や教育課程をデザインすることが求められる。

さらにＵＤＬへの理解を深め，実践を重ねることで授業改革を進める。また，従来型の「授業研究・協議

会」のセットの研修ではなく，オンライン上で日常的に授業実践を交流し合う研修スタイルを取り入れな

がら，私たち自身も子どもたちと同様に，主体的に学ぶ教師集団を目指す。 

 

４．ICT 活用の視点から 

 ＩＣＴの活用は，文部科学省が打ち出したＧＩＧＡスクール構想によって，今まで以上に強く求められ

るようになり，全国の自治体が大きく動き始めた。今後は子どもたちの学び方も劇的に変化する。 

当校は授業改革パイロット事業推進校として，ｉＰａｄの整備・運用の過程で直面する課題に 1つずつ

向き合い，確実に歩みを進めている最中である。引き続き，試行錯誤しながら課題を解決していくととも

に，子どもたちが新たな学び方を身に付けていくために，私たちのＩＣＴ活用能力を高めていく必要があ

る。 

今後，教師に求められるのは，ｉＰａｄを上手に使いこなす力だけはない。確実に子どもたちの資質・

能力を育成することができるよう，今までの学習指導とＩＣＴとの最適な組み合わせを模索したり，先行

実践などを手掛かりに，効果的な活用方法を研究したりすることが求められる。今まで諦めていたことや

不可能だと思っていたことの実現可能性が飛躍的に向上する。例えば，地球の裏側に住んでいる友達とオ

ンライン上で学び合うこともできる。ＶＲ（仮想現実）を活用することにより，より実体験に近い体験的

な学習が実現される可能性もある。コロナ禍で懸念されている「３密」を解消して学び合うこともでき

る。今後の教育の可能性は格段に広がる。 

子どもたちの方が大人より遥かに柔軟な発想でｉＰａｄを使いこなしていくはずである。授業の中で劇

的に変化していく子どもたちの成長を楽しみながら，研究を進めていく。 

 

Ⅲ．研究体制 

   特別活動，ＵＤＬ，ＩＣＴ活用推進の３つの取組を確実に推進するために，３つの推進部とサポートチー

ムを組織した。さらに，各推進部の方向性を協議・確認したり，研究全体の方向性を協議したりする組織と

して研究推進委員会を立ち上げた。 

 

 

 

 

 

 

 



 教育目標  よく考え 助け合う 子ども  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．校内研究のグランドデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究主題】 

自らの学びを舵取りするとともに 

多様な他者と助け合いながら 

明るい未来を切り拓く子どもの育成 

３つの資質・能力   伝 え る 力    認 め る 力    律 す る 力  

ＵＤＬ推進 
・学びのユニバーサルデザインに基づいた授業改革 

・対話的な学びを活性化する手立ての工夫 

・Google classroomを活用した新しい授業研究 

・多様な学びを認め合い高め合う学級風土の醸成 

特別活動推進 
・認め合い，思いやる心を育てる特別活動の推進 

・かかわり合いを広げ，深めるあいさつの励行 

・新しい特別活動の発案・計画・実践 

・自己調整を目指す元気アップ週間等の取り組み 

ＩＣＴ活用推進 
・ロイロノートを活用した授業づくりの推進 

・GIGAスクール構想に関連した各種対応・環境整備 

・オンライン授業を見据えた「新しい学び方」の模索 

・メンター制を活用した日常的・継続的な研修の実施 

UDL × 特別活動 
学びのユニバーサルデザ

インを取り入れた授業で

は，子どもは主体的に様々

な課題に取り組み，自分に

合った方法で課題解決して

いく。 

特別活動では，集団や社

会の形成者としての見方・

考え方を働かせながら，多

様な他者の考えを理解し，

合意形成を図り，主体的に

課題解決をしていく。 

話合いでの発言に限定せ

ず，子どもが自分に合った

考えの伝え方を選択するこ

とで，より多くの子どもが

話合いに参画できる。 

UDL × ICT 
 学びのユニバーサルデザインを実現するためには，多様なオプションの提供が必要になる。その際に

有効活用できるのがＩＣＴの力である。１人１台端末を活用した授業改革パイロット事業推進校として

ロイロノートを活用し，ＵＤＬを実現した授業の研究を推進していく。 

 また，オンライン授業を実施する可能性も想定し，新しい学び方についても模索していく。 

特別活動 × ICT 

 特別活動には，「子ども

たちが様々な集団活動に自

主的・実践的に取り組む」

という特性がある。しか

し，集団活動は制限されて

いる。 

そこで，ＩＣＴの可能性

を最大限活用し，新しい生

活様式を取り入れた特別活

動について研究する。 

既存の活動，例年通りの

行事が実施できない今だか

らこそ，子どもたちが創意

工夫を最大限発揮して，ゼ

ロベースから新しい特別活

動を創り出すチャンスであ

る。 



 

Ⅴ．特別活動研究の概要 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

 新型コロナウイルスの感染拡大により，世間では非常に多くのものが失われた。学校教育もその例外では

ない。小中高校などでの全国一斉休校等により，オンライン授業や動画配信サービスを活用した学びなど，

「学校に登校しない学び方」にも注目が集まっており，学校そのものの存在意義が問われている。 

 学校は，子どもたちにとって一番身近な社会である。集団活動を中核とし，学校生活そのものを対象にし

ている特別活動での学びは，「学校でしか学べないこと」の１つである。特別活動で育成する資質・能力

は，「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」という３つの視点で整理されており，これらは多様な考え方

をもった人が集まる学校だからこそ育むことができる。 

学校は，多様な考え方をもった人と人とが関わり合う場であり，「社会の縮図」と言える。時には意見の

相違により友達と対立することもある。自分の思い通りにならないこともある。実現が極めて難しいことも

ある。それらを仲間と力を合わせて乗り越えたり，試行錯誤しながら新たなものを創り出したりする特別活

動の「なすことによって学ぶ」ことで得た経験は，将来忘れられない思い出につながり，必ず実生活・実社

会での生きた学びになる。 

これからの時代を見据え，今だからこそ，研究主題「自らの学びを舵取りするとともに 多様な他者と助

け合いながら 明るい未来を切り拓く子どもの育成」を目指した特別活動の研究推進を行う必要がある。 

 

２．研究主題と特別活動との関連 

  自らの学びを舵取りするとは，学校生活や多様な集団の中で，自分で自分に合った学び方を選んだり考え

たりしながら，自ら進んで学び続けることである。自分に合った学び方を実現するためには，子ども自身が

自分にどのような学び方が適しているのか自覚することが必要になる。多様な他者と助け合いながら明るい

未来を切り拓くとは，学校生活や多様な集団の中で，集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせな

がら,様々な集団活動に自主的，実践的に取り組み，互いのよさや可能性を発揮しながら集団や生活上の課

題を解決し，よりよい集団や学校生活を創り出すことである。 

  当校が目指す子どもの姿は，特別活動の目標・内容と重なる部分が大きい。学級活動（１）学級や学校に

おける生活づくりへの参画は，よりよい合意形成を目指す一連の学習過程を大切にしている。（２）日常の

生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全は，資料を手掛かりに日々の生活を振り返り，自分自身で個

人目標を意思決定する学習過程である。（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 においても，これまでの

活動を振り返るとともに，これからの学びや生き方を見通し，自分自身で個人目標について意思決定する。 

新型コロナウイルスの影響により，当たり前の日常が奪われた。学校も，当たり前だった行事や活動が

できなくなった。しかし，大きく発想を転換し，この困難を，子どもたちが仲間と共に「困難を乗り越え

る体験」「新しいものを創り出す体験」をすることができる好機だと捉える。したがって，特に学級活動

（１）の取組を充実させることが，目指す子どもの育成につながると考える。 

 

研究主題 

自らの学びを舵取りするとともに 

多様な他者と助け合いながら 明るい未来を切り拓く子どもの育成 
〜新しい生活様式を取り入れた特別活動の実現を目指して〜 

令和元年・令和２年度新潟県・新潟市小学校教育研究会 指定研究事業（特別活動） 



３．特別活動研究と２つの研究の関連 

 （１）特別活動 × UDL 

当校が最も大切にしている授業デザインの概念的なフレームワーク

がＵＤＬである。ＵＤＬでは，子どもたちが学びたいという気持ちを

もち，学ぶ方法が分かり，自分に合った柔軟なやり方で学習に取り組

める「学びのエキスパート」の育成を目指す。ＵＤＬに基づく授業改

革を推進することで，子どもたちの主体性を育み，自らの学びを舵取

りする学習者へと成長させることができる。主体的な学びにより，子

どもたちが自分自身で獲得した各教科の資質・能力は，特別活動にお

いて発揮されるとともに，学びを深めることにつながる。 

 特別活動の話合い活動では，子どもたちが互いの考えを伝え合うための手段として，言語活動が重要視さ

れてきた。しかし，当校の取組の中では，一部の発言力のある子どもの意見だけで話合いが進み，発言が苦

手な子どもの考えを取り上げることができにくいことが明らかになった。議論が不十分なまま合意形成に進

むようなこともあった。これらは，文部科学省（2017）小学校学習指導要領解説 特別活動編の中で改訂の

要点で指摘されている「互いのよさや個性，多様な考え方を認め合い，等しく合意形成に関わる」という部

分に課題があったと捉えている。 

このような課題に対して，本研究ではＵＤＬの視点からアプローチする。すべての子どもたちが自分に合

った方法で考えを伝え合うことで，今まで以上に等しく合意形成へ参画することが可能になると考える。 

 

 （２）特別活動 × ＩＣＴ 

 ＧＩＧＡスクール構想によって，ＩＣＴの活用が今まで以上に強く求められるようになり，全国の自治

体が大きく動き始めた。新型コロナウイルスの感染拡大により，この動きは急激に加速し，１人１台端末

の実現も目前に迫っている。今後は子どもたちの学び方も劇的に変わることが想定される。特別活動は，

集団活動を中核としており，コロナ禍では従来のような活動の実施には難しさが伴う。この課題を解消す

る可能性を秘めているのが，ＩＣＴを活用した特別活動の実現である。 

しかし，これまでの特別活動研究では，他の教科研究に比べてＩＣＴを活用した実践事例が多いとは言え

ない。学級会での話合い，各種行事への活用，キャリアノート・キャリアパスポートとしての利用など，多

岐に渡る活用方法が考えられる。１人１台端末の実現により，今まで諦めていたことや不可能だと思ってい

たことの実現可能性が飛躍的に向上する。今までのような対面によるコミュニケーションのよさ，非対面で

のコミュニケーションのよさを踏まえ，よりよい活用方法を模索していく。 

本研究では，学級会と，実際の活動の際にＩＣＴを活用した実践に取り組む。「どのように非対面で学級

会を進めることができるのか」「活動の際にどの場面でＩＣＴを活用することが効果的なのか」等，様々な

視点からアプローチすることが，withコロナ時代の特別活動につながると考える。 
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   昨年度より，特別活動の研究指定を受け，学級活動に力を入れて取り組んできた。その中で，自分の考え

を伝えることが苦手な子が多いことや，考える時間が足りず，終末の合意形成まで辿りつかないという課題

が明らかになった。 

これらの課題に対して，学級の支持的な風土を土台として，伝え方のスキルを指導したり，論点整理の

方法を工夫・改善したりすることで，授業の改善に努めてきた。このアプローチによる一定の成果はあっ

たものの，一部の児童には効果的ではなかった。そこで，ＵＤＬの視点から子どもの実態を以下のように

捉え直した。 

 

 

 

 

つまり，従来の話合い活動を中心とした学級会の進め方は，当校の子どもの実態に合っていなかったの

ではないかと考えた。よりよい活動を創り出すために，従来のアプローチに加え，当校の子どもたちの実

態に合った学級会を創り出す必要がある。 

従来の学級会では，以下のように「出し合い・比べ合い・まとめる」という思考の拡散から収束までを

一時間の学級会の中で行ってきた（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当校では，以下のように子どもが学びやすい形になるよう，一連の学習過程を再構成し，それを実現す

るためにディスカッションボード（掲示板）を活用することとした（図２・図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実践発表１】 「分かり合い」を大切にした学級会 

・話して伝えることは苦手だが，書いて伝えることならできる。 

・短時間で考えることは苦手だが，時間があればよりよい考えを創り出すことができる。 

図１　今までの学級会前後のイメージ
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図２　子どもの実態に合わせた学級会のイメージ
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廊下などにディスカッションボードを設置し，日常的に子どもたちが意見を交流する環境を整えること

で，授業時間にとらわれることなく，お互いの意見を分かり合う機会を十分に確保できる。また，話合い

に限定せず，様々な方法でお互いの意見を「分かり合う」ことが実現できると考える。 

ディスカッションボードを活用した学級会では，次の３つの手だてを講じる。 

 

 

  ディスカッションボードを設置することで，学級会を日常化することができる。議題や提案理由について

は，学級の実態，話合う内容，学級が目指す姿等を含んだものにした。ディスカッションボードでは，「や

りたいことを出し合う」「質問とそれに対する回答を出し合う」「賛成・心配なこととその理由を出し合

う」を行い，直接書き込んだり，付箋紙に書いたものを貼ったりする。計画委員会（司会）は，出された

意見を整理してまとめたり，関連のあるものを線でつないだりすることで整理・構造化し，分かりやすい

ディスカッションボードにする。また，計画委員会は，朝の会や帰りの会などを活用して，進捗状況を説

明したり，参加を促したりする。 

  ４５分授業での学級会では，意見を発表する機会が限られるが，ディスカッションボード上で事前に行う

ことで，より多くの子どもの意見を可視化することができる。また，話すことが苦手な子どもは，書くこ

とで自分の考えを表現できる。考えが可視化されて残ることで，友達の意見と関連づけて自分の意見を再

構成する際に役立たせることができる。 

 

 

子どもたちが出す意見には様々な思いが隠れている。ディスカッションボード上でそれらを整理すること

で，思いを可視化することができる。その中から，「理由」の部分に着目させて「今の学級にとって必要な

ことは何か」を問う。従来は学級会の本時の中で，教師が瞬間的に論点を見極めなければならなかった

が，ディスカッションボード上で行うことで，子どもたちと共に熟考を重ねた上で，子どもたちと共に論

点を整理することができる。 

 

 

  ディスカッションボード上で論点整理を行った後，事前に論点を示した上で学級会（授業）を始める。論

点に合わせてよりよい意見が複数出ることも想定される。その場合は，それぞれの活動のよさや心配なこ

とを確認しながら話合いを進めていく。 

  合意形成の形として，「新たな考えをつくる」「意見を合わせる」「優先順位を決める」「条件を付ける」

「少しずつ全部行う」「共感的に理解し，譲る」などがある。できる限り「多数決」という決め方にならな

いよう，適切に教師と司会団が話合いの方向性を確認しながら進めていく。 

【手だて１】ディスカッションボード（掲示板）を設置し，互いの意見を分かり合う期間を設定する。 

【手だて２】子どもたちに，今の学級にとって必要なことは何か問い，論点を整理する。 

【手だて３】事前に論点を整理した後，学級会の授業で合意形成を図る。 

 



 

 

 

 

 学校行事や児童会活動は，学校や地域の文化として根付いているものが多い。高学年の子どもがリーダー

として活躍する姿を見て，下学年は憧れを抱き，「自分も高学年になったらリーダーとして活躍したい」と

いう願いをもつことが，よき伝統となっている。子どもたちの卒業文集等を見れば分かるように，学校行

事や児童会活動が子どもたちの思い出として心に残り，学校生活を豊かにすることは言うまでもない。 

 一方，学校や地域の文化として根付いていることから大幅な変更や改革が難しく，学校・教師も「例年通

り」「前年度踏襲」が慣例となっている側面もある。それは子どもたちも同様で，「去年と同じ内容のこと

がしたい」という思いが強く，一定の枠組みの中で創意工夫をしながらよりよい活動を目指してきた。 

現在，新型コロナウイルスの感染拡大により，様々な行事の例年通りの実施が難しくなり，中止や延期，

規模の縮小が余儀なくされている。各種行事は，今までの形が通用しなくなっていると言える。しかし，

この国難と言える状況は，視点を変えることで「今までにない好機」と捉え直すことができる。それは，

子どもたちと共に，既存の枠組みを超えた新しい特別活動を創り出すことができるということである。子

どもたちは「新しい学校の歴史を創り出す瞬間」に立ち会うことができる。 

大切にしたいことは，「子どもだけ」「教師だけ」で課題を解決して，新しい活動を創り出すことではな

い。「子どもと教師が共に」目の前の課題に向き

合い，課題解決をしながら，新しい特別活動を

創り出すことである。子どもたちは，教師には

ない豊かな発想力・創造力をもっている。教師

には，子どもたちにはない自分自身の実体験に

基づいた確かな経験がある。互いのよさを最大

限発揮することで，よりよい特別活動を創り出

すことができると考える。 

この新しい特別活動を創り出す過程では，以下

の５つの手だてを講じる。 

 

 

 

 

大人だけでなく，子どもたちにも今までの経験によつ固定観念が存在する。例えば，「運動会と言えば，

○○がなければならない」「文化祭と言えば，△△がなければ変だ」など様々なものがある。これらは，新

しい特別活動を創り出す際に，思考の広がりを阻害してしまう。子どもたちには，今までの考え方の枠組を

超えて，柔軟で豊かな発想で新しい特別活動を創り上げてほしい。 

 そこで，始めに子どもたちの固定観念を打ち破るための「きっかけ」を与え，新しい取組みへの動機付け

を行う。教師が直接子どもたちに，「子どもたちの新しい発想が必要であること」を語るとともに，「新し

い取組を全力で応援する」ことを伝える。その後，子どもたちに「どんな活動をしたいのか」「なぜその活

動をしたいのか」を問い，新しい活動について考えさせ，子どもたちの新しい活動に対する願いを受け止

める。 

【提案発表２】 「子どもの願い」で創り上げる新しい特別活動 

【手だて１】 固定観念を打ち破り，新しい取組への動機付けをした後，子どもたちへ新しい活動への

願いを問う。 

図４ 既存の枠組を超えるイメージ図 



 

 

子どもたちの願いは，活動の目標に関するもの，活動の具体的

な内容に関するもの，個人的な思いなど，多岐に渡る。これらを

子どもたちと教師が話し合う場で共感的に受け止めながら，話合

いを進めることを大切にする。 

当然，活動のすべてを子どもたちに考えさせることは難しい。

日程や場所など，変更が難しい部分については教師が提示し，内

容面の最も重要な部分についてのみ子どもたちと話し合う等，

様々な状況に応じて，子どもたちの柔軟な創造力・発想力が生

かされるような内容について取り扱うこととする。 

教師が大切にすべきことは，活動のねらいを全職員で共有することであり，活動の内容は柔軟に変化させ

ることである。しかし，教師側の考える活動の内容と，子どもたちの願いが必ずしも合致するとは限らな

い。子どもたちの主体性を大切にしながら，どうすれば子どもの願いと合致する活動になるのか考えながら

話合いを進めて，活動の核になる部分について，合意形成を図る。 

 

 

 

実際に新たな活動を行うと，当初は想定していなかったことが必ず起こる。そこで，事前に本番と同じ

環境で活動を行うことで，修正点に気付かせる。それをよりよい活動へとつなげるために，振り返りの場

を設定して，活動の修正の機会を与える。活動を振り返るためには，ＩＣＴ機器を活用して活動の様子を

動画で撮影し，視聴することが非常に効果的である。お互いの活動の様子を部分的に視聴し合い，修正す

る場面を具体的に伝えることができるからである。 

 

 

 

 新しい活動を創り出すことは簡単なことではない。幾度となく試行錯誤を繰り返しても，上手くいかない

ことも当然ある。暗い話題の多いコロナ禍において，子どもたちには，自分たちが様々な課題に向き合

い，多くの課題を乗り越え，友達や大人と協力しながら，自分たちの力で新しい活動を創り出した一連の

「過程」に誇りを感じ，自信をもってこれからの学校生活を過ごしてほしい。 

 そこで，子どもたちに，新しいことに取り組んだ活動の価値を伝える。その後，子どもたちの心に残るよ

うなハッピーエンドを演出する。心に残る感動体験は，一連の活動の中での学びを強化し，子どもたちを

大きく成長させる原動力につながると考える。 

 

 

 

 一連の活動が終わった後，活動の振り返りの場を設定する。自ら設定した目標に加えて，活動を通じて

「学んだこと」と「そう思った理由」という視点で振り返る。子どもたちは活動の中で様々なことを体験

的に学んでおり，それは当初想定していなかったものもある。それらを具体的なエピソードと交えて共有

することで，仲間の頑張りや集団としての成長を自覚させ，今後の学校生活につなげる。 

【手だて３】 試しの活動後に振り返りの場を設定し，活動を修正する機会を与える。 

【手だて２】 活動のねらいと関連付けながら，子どもと共に新しい活動について話し合う。 

【手だて４】 活動のクライマックスで，活動の価値付けを行い，ハッピーエンドを演出する。 

【手だて５】 一連の活動での学びを共有し，次の活動につなげる。 

図５ 共有部分を大切にし，内容を変化させる 
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参考資料 
令和２年度 小須戸小学校 教育ビジョン 

特別活動全体計画 ※2020年 3月作成 
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現在及び将来の自己の生活の

課題を発見し，目標を決めて

取り組み，自己の可能性を拓

こうとすること

【活動について】

・学校生活を向上発

展させ，より豊かな

ものにしていくため

に，児童の発意や創

意工夫を生かして活

動を分担して行う。

・水曜日６限に行

う。

・全１３回（月１～

２回程度）実施する

【構成員】

・５・６年生全員

【留意事項】

・原則，通年で所属

し，委員長１名・副

委員長２名・書記２

名，計５名を選出す

る。

※副委員長・書記の

１名は５年生

・前年度末に次年度

の所属を決定し，第1

回委員会までは新6年

生のみで活動する。

【活動について】

・水曜日６限に行う。

・月１回程度活動す

る。

・冬季休業前に終了す

るように設定する。

・若葉祭の前には多め

に活動日を設定する。

【構成員】

・４年生以上の全児童

【留意事項】

・子どもたちの主体性

が発揮されるように計

画・活動の時間を設定

する。

・３年生を対象に，ク

ラブ見学の日を設定し

て，次年度以降の参画

意識を高める。

【儀礼的行事】

・着任式・前期始業式（４月）

・入学式（４月）

・全校朝会（毎月）

・前期終業式（１０月）

・後期始業式（１０月）

・後期終業式（３月）

・卒業式・離任式（３月）

【学芸的行事】

・若葉祭（１０月）

【保健安全体育的行事】

・運動会（５月）

・持久走記録会（９月）

【遠足・集団宿泊的行事】

・修学旅行（６月）

・自然体験教室（７月）

【勤労生産・奉仕的行事】

・運動会準備（５月）

・若葉祭準備（１０月）

・学期末大清掃（全学年）

児童集会活動

・学校生活の向上のため

に，よりよい活動を目指し

て話し合い，創意工夫をし

ながら友達と協力して活動

しようとする主体的・実践

的な態度を育てる。

・活動の意義や役割を自覚

し，意欲や関心をもって取

り組む態度を育てる。

・学級や学校生活の充実と向上を目指

し，生活上の諸問題を解決したり，組織

の運営や仕事をしたりする活動を通し

て，主体的・実践的な態度を育てる。

・希望や目標をもって生きる態度，基本

的な生活習慣や望ましい人間関係，心身

ともに健康で安全な生活態度，学校図書

館の利用，学校給食との望ましい食習慣

など，日常の生活や学習への適応及び健

康で安全な生活態度を育てる。

自己
実現

自己実現に必要な自己

理解を深め，意思決定

をするための方法

ク ラ ブ 活 動 学 校 行 事

学校行事
・学校生活に秩序と変化を与えると

ともに，学校生活の充実と発展に資

する体験活動を行い，創意工夫を生

かして学校生活を楽しいものにし，

児童の心身の健全な発達を促す。

・日頃の学習成果や思い，願いを総

合的に発表して，集団への所属感を

高めるとともに，互いに高め合う集

団として望ましい態度を育てる。

・豊かな学校生活を作り出すことを

目指し，異年齢集団の中で活動計画

を立てたり創意工夫をしながら実践

したりすることによって，主体的・

協働的な態度を育てる。

・共通の興味や関心をもつ異年齢集

団の中で，創意工夫を生かした活動

計画を立てたり実践したりすること

によって，個性の伸長を図る。

育　成　を　目　指　す　資　質　・　能　力

自己のよさや可能性を生か

し，自己の在り方や生き方を

考え，設計するなどの意思決

定ができること

委員会活動

言われたことをそのまま

できることよりも，主体

的行動を価値付けて評価

することを心掛ける。

そ
の
他

各
教
科

子どもたち自身が課題を

設定し，お互いの意見を

伝え合いながら課題解決

へ向かう協働的な学習が

できる授業構成をする。

道
徳

望ましい人間関係を基盤

として，集団生活での諸

問題に関して，子ども自

身の力で適切に対応でき

るようにする。

生
徒
指
導

児童の悩みや学校生活に

おける葛藤などと関連の

ある内容を扱い，道徳的

価値について理解させ，

特別活動が道徳的活動の

場になるようにする。

代表委員会活動

指　　導　　の　　重　　点

◎様々な集団活動や体験活動，異年齢集団による活動を意図的に設定して，自主的・実践的な活動になるように指導する。

◎「気付く→考える→話し合う→実践する→振り返る」の一連の学習過程を繰り返しながら,学んだことを実感できるように指導する。

クラブ活動児童会活動

令 和 ２ 年 度　特 別 活 動 全 体 計 画

中　学　年

指導の重点

○一生懸命で素直に諸活動

に取り組む子どもが多い。
●新たな活動を考えようと
挑戦したり，創意工夫して

取り組んだりすることが少
ない。

●自分たちの力で，よりよ
い学校生活を創り上げよう
とする意識が低い。

教育目標　 よく考え　助け合う　子ども

☆特別活動のテーマ☆

子 ど も た ち が 本 気 で 取 り 組 む 特 別 活 動

目　指　す　子　ど　も　の　姿

高　学　年低　学　年

児童の実態

新潟市立小須戸小学校

互いに助け合ったり，協力した

りしながら，学級生活を楽しく

する子ども

互いを尊重して，協力しなが

ら，学級の生活づくりに主体的

に参画する子ども

互いを信頼して支え合いながら楽しく豊

かな学級や学校の生活づくりに主体的に

参画する子ども

知識・理解 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

多様な人と協働して活

動する意義の理解やそ

のための方法

自発的・自治的な集団

活動の意義や活動を行

う上で必要な合意形成

をするための方法

お互いの意見や考えの違いを

尊重し，互いのよさや可能性

を生かす関係をつくること

学級や学校の集団の生活の課

題を見い出し，解決するため

に話し合い，合意形成を図る

こと

社会的集団における人間関係

を，自主的・実践的によりよ

いものへと形成しようとする

こと
学級や学校の集団や活動に参

画し，主体的に問題解決をす

ることを通して，よりよい社

会や生活を創造しようとする

人間
関係
形成

社会

参画

学級活動

縦割り班活動

【活動について】

・異年齢集団（なかよし

班）を構成し，社会性や協

調性を育てる諸活動を行

う。

【主な縦割り班活動】

・なかよし班清掃

・小須戸甚句（運動会）

・You遊タイム

※支部子ども会（全１８組

織）も含む。

【活動について】

・楽しく豊かな学校生活にする

ために，児童による活動計画に

基づいて，児童が一堂に会した

中で活動を行う。

【構成員】

・全校児童

【主な集会活動】

・１年生を迎える会（４月）

・児童朝会（適宜）

・こすどっ子まつり（12月）

・６年生ありがとう集会（２

月）

児　　童　　会　　活　　動

【活動について】
・学校生活の充実と
向上を図るために，

学校生活に関する諸
課題を話し合い，解

決を図るための活動
を行う。
・総務委員会の要請

により設定し，総務
委員会が準備・運営

を行う。
【構成員】
・総務委員会（全

員）
・３年生以上の各学

級委員２名
・各委員会の委員長
１名



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音
楽

令
和

２
年

度
 新

潟
市

立
小

須
戸

小
学

校
第

１
学

年
 年

間
指

導
計

画

生
活

８
・
９
月

１０
月

１１
月

１２
月

４
月

５
月

６
月

７
月

３
月

国
語

社
会

算
数

理
科

１月
２
月

重
点

単
元

・
各

種
教

育
と

の
関

連
・
・
・
・
　

　
◇

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
・
情

報
教

育
　

　
▲

図
書

館
教

育
　

　
◎

食
育

・
食

に
関

す
る

指
導

　
　

●
環

境
教

育
　

　
☆

保
健

教
育

　
　

☐
安

全
教

育
　

　
★

福
祉

教
育

　
　

○
国

際
理

解
教

育
　

　
■

キ
ャ

リ
ア

教
育

　
　

▽
人

権
同

和
教

育

地
域

行
事

学
校

行
事

等

道
徳

音
楽

図
画
工
作

体
育

外
国
語
活
動

家
庭

学
級

活
動

教
育
目
標 よ
く
考
え
助
け
合
う
子
ど
も

伝
え
る
力

認
め
る
力

律
す
る
力

入
門

期
(2

)

１
０

ま
で

の
か

ず
(1

1
)

い
く

つ
と

い
く

つ
(4

)

あ
わ

せ
て

い
く

つ

ふ
え

る
と

い
く

つ
(1

2
)

の
こ

り
は

い
く

つ

ち
が

い
は

い
く

つ
(1

2
)

な
ん

ば
ん

め
か

な
(2

)

い
く
つ

あ
る

か
な

(1
)

1
0
よ

り
お

お
き

い
か

ず
を

か
ぞ

え
よ

う
(7

)

な
ん

じ
な

ん
じ

は
ん

か
た

ち
(5

)

た
し

た
り

ひ
い

た
り

し
て

み
よ

う
(2

) た
し

ざ
ん

(9
)

ひ
き

ざ
ん

(1
1)

く
ら

べ
て

み
よ

う
(8

)

か
つ

ど
う

!!
(1

)

2
0
よ

り
大

き
い

か
ず

を
か

ぞ
え

よ
う

(1
1)

な
ん

じ
な

ん
ぷ

ん
(2

)

ふ
り

か
え

り
つ

な
げ

よ
う

(1
)

か
ず

し
ら

べ
(1

)
か

た
ち

(3
)

1
年

の
ま

と
め

を
し

よ
う

(5
)

い
ま

の
じ

ぶ
ん

を
し

ろ
う

!(
1

)

か
つ

ど
う

!!
(1

)

い
い

て
ん

き
（
２

）

お
は

な
し

た
の

し
い

な
（
２

）

あ
つ

ま
っ

て
は

な
そ

う
（
１

）

え
ん

ぴ
つ

と
な

か
よ

し
（
１

）

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
（
３

）

な
ん

て
い

お
う

か
な

（
２

）

こ
ん

な
も

の
み

つ
け

た
よ

（
２

）

う
た

に
あ

わ
せ

て
あ

い
う

え
お

（
２

）

こ
え

に
だ

し
て

よ
も

う
（
１

）

き
き

た
い

な
，

と
も

だ
ち

の

は
な

し
（
２

）

た
の

し
い

な
，

こ
と

ば
あ

そ
び

（
２

）

は
な

の
み

ち
（
６

）

▲
と

し
ょ

か
ん

へ
い

こ
う

（
２

）

か
き

と
か

ぎ
（
２

）

ぶ
ん

を
つ

く
ろ

う
（
４

）

ね
こ

と
ね

っ
こ

（
２

）

わ
け

を
は

な
そ

う
（
２

）

お
ば

さ
ん

と
お

ば
あ

さ
ん

（
２

）

く
ち

ば
し

（
８

）

お
も

ち
や

と
お

も
ち

ゃ
（
２

）

あ
い

う
え

お
で

あ
そ

ぼ
う

（
３

）

お
お

き
く

な
っ

た
（
４

）

○
お

お
き

な
か

ぶ
（
５

）

○
お

お
き

な
か

ぶ
（
１

）

は
を

へ
を

つ
か

お
う

（
３

）

す
き

な
も

の
，

な
あ

に
（
７

）

お
む

す
び

こ
ろ

り
ん

（
５

）

▲
と

し
ょ

か
ん

と
な

か
よ

し
（
２

）

こ
ん

な
こ

と
が

あ
っ

た
よ

（
６

）

こ
え

に
だ

し
て

よ
も

う
（
２

）

き
き

た
い

な
，

と
も

だ
ち

の
は

な
し

（
２

）

た
の

し
い

な
，

こ
と

ば
あ

そ
び

（
２

）

や
く
そ

く
（
８

）

か
た

か
な

を
み

つ
け

よ
う

（
２

）

う
み

の
か

く
れ

ん
ぼ

（
８

）

か
ず

と
か

ん
じ

（
４

）

く
じ

ら
ぐ

も
（
８

）

し
ら

せ
た

い
な

，

見
せ

た
い

な
（
１

０
）

ま
ち

が
い

を
な

お
そ

う
（
２

）

こ
と

ば
を

た
の

し
も

う
（
２

）

か
ん

字
の

は
な

し
（
３

）

か
ん

字
の

は
な

し
（
３

）

じ
ど

う
車

く
ら

べ
（
７

）

▲
じ

ど
う

車
ず

か
ん

を
つ

く
ろ

う
（
５

）

か
た

か
な

を
か

こ
う

（
２

）

と
も

だ
ち

の
こ

と
，

し
ら

せ
よ

う
（
６

）

▲
○

む
か

し
ば

な
し

を
よ

も
う

お
か

ゆ
の

お
な

べ
（
４

）

む
か

し
ば

な
し

を
よ

も
う

お
か

ゆ
の

お
な

べ
（
４

）

も
の

の
名

ま
え

（
６

）

わ
ら

し
べ

ち
ょ

う
じ

ゃ
（
１

）

日
づ

け
と

よ
う

日
（
３

）

て
が

み
で

し
ら

せ
よ

う
（
６

）

こ
え

に
出

し
て

よ
も

う
（
２

）

き
き

た
い

な
，

と
も

だ
ち

の
は

な
し

（
２

）

た
の

し
い

な
，

こ
と

ば
あ

そ
び

（
２

）

た
ぬ

き
の

糸
車

（
８

）

か
た

か
な

の
か

た
ち

（
３

）

こ
と

ば
を

見
つ

け
よ

う
（
６

）

に
て

い
る

か
ん

字
（
３

）

い
い

こ
と

い
っ

ぱ
い

，

一
年

生
（
１

０
）

一
年

生
の

ま
と

め
（
１

）

し
ょ

し
ゃ

の
し

り
ょ

う
か

ん
（
１

）

か
く

の
な

が
さ

と
ほ

う
こ

う
（
１

）

一
年

生
の

ま
と

め
（
３

）

か
く

の
な

が
さ

と
ほ

う
こ

う
（
３

）
か

ん
字

を
か

こ
う

（
２

）
か

ん
字

を
か

こ
う

（
４

）
が

く
し

ゅ
う

の
す

す
め

か
た

（
１

）

か
た

か
な

を
か

こ
う

（
２

）

ひ
ら

が
な

を
か

こ
う

（
１

）

じ
の

か
た

ち
（
２

）

ひ
ら

が
な

を
か

こ
う

（
３

）
ひ

ら
が

な
を

か
こ

う
（
４

）
み

の
ま

わ
り

の
も

じ
を

さ
が

そ
う

（
１

）

え
ん

ぴ
つ

で
か

こ
う

（
１

）

み
の

ま
わ

り
の

も
じ

を
さ

が
そ

う

（
１

）

し
せ

い
と

え
ん

ぴ
つ

の
も

ち
か

た
（
１

）

ど
う

ぶ
つ

の
赤

ち
ゃ

ん
（
１

０
）

こ
れ

は
，

な
ん

で
し

ょ
う

（
４

）

●
き

れ
い

に

さ
い

て
ね

（
５

）
な

つ
が

や
っ

て
き

た
（
８

）

た
の

し
い

あ
き

い
っ

ぱ
い

（
２

１
）

●
い

き
も

の
と

な
か

よ
し

（
６

）
■

じ
ぶ

ん
で

で
き

る
よ

（
１

２
）

ふ
ゆ

を
た

の
し

も
う

（
９

）
も

う
す

ぐ
２

年
生

（
１

８
）

き
れ

い
に

さ
い

て
ね

（
３

）

■
が

っ
こ

う
だ

い
す

き
（
２

０
）

・
が

っ
こ

う
だ

い
す

き
C

・
き

も
ち

の
よ

い

せ
い

か
つ

A

・
あ

か
る

い
あ

い
さ

つ
B

・
な

か
よ

く
ね

B

・
よ

い
こ

と
と

わ
る

い
こ

と
A

・
み

ん
な

じ
ょ

う
ず

A

・
み

ん
な

い
き

て
い

る
D

・
か

ぼ
ち

ゃ
の

つ
る

A

・
ど

う
し

て
こ

う
な

る
の

か
な

C

・
き

ん
の

お
の

A
・
あ

さ
が

お
D

・
い

き
て

い
る

っ
て

D
・
と

り
か

え
っ

こ
C

・
あ

し
た

は
え

ん
そ

く
C

・
や

め
な

さ
い

よ
A

・
く

り
の

み
B

・
ひ

し
ゃ

く
ぼ

し
D

・
わ

す
れ

て
い

る
こ

と
，

な
あ

い
B

・
は

し
の

う
え

の
お

お
か

み
B

▽
・
く

さ
い

と
い

わ
な

い
で

C

＊
出

典
「
生

き
る
Ⅰ

」

・
き

ゅ
う

し
ょ

く
と

う
ば

ん
C

・
こ

れ
な

ら
で

き
る

C

・
に

ほ
ん

の
あ

そ
び

C
・
せ

か
い

の

こ
ど

も
た

ち
C

・
ち

い
さ

な
ふ

と
ん

D

・
や

れ
ば

で
き

る
ん

だ
A

・
「
す

き
」
か

ら
う

ま
れ

た

「
そ

ら
ま

め
く

ん
」

A
・
み

ん
な

が
つ

か
う

ば
し

ょ
だ

か
ら

C

・
な

わ
と

び
カ

ー
ド

A
・
み

ん
な

み
ん

な
，

あ
り

が
と

う
B

・
二

わ
の

こ
と

り
B

・
あ

り
が

と
う

が
い

っ
ぱ

い
B

■
★

・
お

ふ
ろ

そ
う

じ
A

・
ジ

ャ
ン

グ
ル

ジ
ム

C

う
た

っ
て

お
ど

っ
て

な
か

よ
く
な

ろ
う

（
４

）
は

く
を

か
ん

じ
と

ろ
う

（
６

）
は

く
に

の
っ

て
リ

ズ
ム

を
う

と
う

（
８

）
う

み
（
１

）

み
の

ま
わ

り
の

お
と

に
み

み
を

す
ま

そ
う
（
３
）

ど
れ

み
と

な
か

よ
く

な
ろ

う
（
８

）
せ

ん
り

つ
で

よ
び

か
け

あ
お

う
（６

）
が

っ
き

と
な

か
よ

く
な

ろ
う

（
６

）
よ

う
す

を
お

も
い

う
か

べ
よ

う
（
８

）
み

ん
な

で
あ

わ
せ

て
た

の
し

も
う

（
１

０
）

う
た

い
つ

ご
う

に
ほ

ん
の

う
た

・
み

ん
な

で
た

の
し

く
（
年

間
：
４

）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
(1

)

す
き

な
か

た
ち

や
い

ろ
な

あ
に

（
１

）

か
き

た
い

も
の

な
あ

に
（
選

択
）
す

き
な

も
の

い
っ

ぱ
い

（
選

択
）
お

ひ
さ

ま
に

こ
に

こ
(2

)

ち
ょ

き
ち

ょ
き

か
ざ

り
(4

)
す

な
や

つ
ち

と
な

か
よ

し
（
選

択
）

す
な

や
つ

ち
で

（
選

択
）

ね
ん

ど
の

か
た

ま
り

で
(2

)

ひ
も

ひ
も

ね
ん

ど
(2

)

お
っ

て
た

て
た

ら
(4

)

ぺ
っ

た
ん

コ
ロ

コ
ロ

(2
)ご

ち
そ

う
パ

ー
テ

ィ
ー

を
は

じ
め

よ
う

（
２

）

ひ
ら

ひ
ら

ゆ
れ

て
(4

)

い
ろ

い
ろ

な
か

た
ち

の
か

み
か

ら
（
２

）

カ
ラ

フ
ル

い
ろ

み
ず

(2
)

お
は

な
し

か
ら

う
ま

れ
た

よ
(4

)

か
ざ

っ
て

な
に

い
れ

よ
う

(4
)

で
こ

ぼ
こ

は
っ

け
ん

！
（
選

択
）

か
み

ね
ん

ど
を

お
し

て
（選

択
）

こ
す

り
だ

し
て

(4
)

は
こ

で
つ

く
っ

た
よ

(2
)

の
っ

て

み
た

い
な

い
き

た
い

な
(4

)

な
ら

べ
て

な
ら

べ
て

(2
)

か
み

ざ
ら

コ
ロ

コ
ロ

(4
)

す
き

ま
ち

ゃ
ん

の
す

き
な

す
き

ま
(2

)

い
っ

し
ょ

に
お

さ
ん

ぽ
(2

)

う
つ

し
た

か
た

ち
か

ら

（
選

択
）
え

の
ぐ

を
つ

け
た

か
た

ち
か

ら

（
選

択
）
こ

す
り

だ
し

た
か

た
ち

か
ら

(4
)

み
て

み
て

あ
の

ね
(4

)

に
ょ

き
に

ょ
き

と
び

だ
せ

(4
)

体
つ

く
り

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
（
２

）

ゲ
ー

ム
鬼

遊
び

（
３

）
体

つ
く

り
い

ろ
い

ろ
な

動
き

つ
く

り
（
４

）

走
・
跳

か
け

っ
こ

遊
び

（
２

）

投
げ

遊
び

（
２

）

器
械

/器
具

鉄
棒

遊
び

（
５

）
走

・
跳

リ
レ

ー
遊

び
（
３

）

ゲ
ー

ム
ボ

ー
ル

蹴
り

ゲ
ー

ム

（
１

０
）

走
・
跳

か
け

っ
こ

遊
び

（
３

）
ゲ

ー
ム

ボ
ー

ル
投

げ
ゲ

ー
ム

（
５

）

ゲ
ー

ム
ボ

ー
ル

投
げ

ゲ
ー

ム
（
４

）
体

つ
く

り

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
（
３

）
器

械
･
器

具

跳
び

箱
遊

び
（
３

）

表
現

リ
ズ

ム
遊

び

リ
ズ

ム
遊

び
（
５

）
器

械
・
器

具
マ

ッ
ト
遊

び
（
８
）

体
つ

く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（
６

）
ゲ

ー
ム

鬼
遊

び
（
３

）

走
・
跳

跳
び

遊
び

（
６
）

表
現

リ
ズ

ム
遊

び
（
７

）

器
械

・
器

具
遊

具
遊

び
（
３

）

器
械

・
器

具
マ

ッ
ト
遊

び
・
跳

び
箱

遊
び

（
６
）

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

○
に

ほ
ん

の
う

た
を

た
の

し
も

う
（
４

）

□
水

遊
び

（
１

０
）

令
和
２
年
度
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
，小
須
戸
小
学
校
で
は
「
伝
え
る
力
」
「
認
め
る
力
」
「
律
す
る
力
」
の
３
つ
の
資
質
・能
力
を
大
切
に
し
て
，教
育
課
程
を
再
編
成
し
ま
し
た
。
「
伝
え
る
力
」
と
は
，仲
間
と
共
に
学
び
合
う
中
で
，相
手
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
，自
分
の
考
え
や
思
い
を
発
信
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
「
認
め
る
力
」
と
は
，他
者
と
か
か
わ
り
合
う

中
で
，多
様
な
考
え
方
を
理
解
し
た
り
，受
け
入
れ
た
り
，共
感
し
た
り
す
る
力
で
す
。
「
律
す
る
力
」
と
は
，自
分
と
向
き
合
い
な
が
ら
，自
分
で
自
分
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
こ
の
教
育
課
程
の
実
施
を
通
し
て
，す
べ
て
の
子
ど
も
が
小
須
戸
で
愛
さ
れ
，小
須
戸
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
保
護
者
・地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

着
任

式
・
入

学
式

・
始

業
式

１
年

生
を

迎
え

る
会

☆
各

種
健

診
・
検

診
運

動
会

持
久

走
記

録
会

若
葉

祭

こ
す

ど
っ

子
祭

り
Ｃ

Ｒ
Ｔ
学

力
調

査

生
活

科
・
総

合
学

習
発

表
会

６
年

生
あ

り
が

と
う

集
会

ぐ
ん

ぐ
ん

タ
イ

ム
（
年

間
）

Y
o

u
遊

タ
イ

ム
（
年

間
）

後
期

終
業

式
・
卒

業
式

・
離

任
式

な
わ

と
び

大
会

☐
避

難
訓

練
・
引

き
渡

し
訓

練

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

元
気

ア
ッ

プ
週

間
▲

読
書

週
間

体
力

テ
ス

ト

☆
歯

と
口

の
週

間

◎
給

食
週

間
☆

い
い

歯
の

週
間

☆
か

ぜ
予

防
週

間

◎
給

食
週

間
元

気
ア

ッ
プ

週
間

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

（
２

）
ウ

歯
の

王
様

６
ち

ゃ
ん

を
守

ろ
う

①

☆
（
２

）
ウ

ピ
カ

ピ
カ

の
歯

:歯
磨

き
名

人
①

◇
（
２

）
イ

ゲ
ー

ム
と

の
か

か
わ

り
①

☐
（
２

）
ウ

も
し

地
震

が
起

き
た

ら
①

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
２

）
ア

よ
り

よ
い

あ
い

さ
つ

を
①

（
１

）
学

級
活

動
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

①

（
３
）
イ

き
ゅ

う
し

ょ
く
と

う
ば

ん
め

い
じ

ん
①

（
３
）
イ

お
そ

う
じ

と
う

ば
ん

め
い

じ
ん

①
（
２

）
イ

み
ん

な
な

か
よ

し
①

（
２

）
ア

学
校

の
や

く
そ

く
①

（
２

）
エ

あ
り

が
と

う
調

理
員

さ
ん

■
（
３

）
ア

１
年

生
に

な
っ

て
①

▲
（
３

）
ウ

本
と

と
も

だ
ち

に
な

ろ
う
①

（
３

）
ウ

家
庭

学
習

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①
（

2
）
エ

給
食

は
じ

ま
る

よ
！

①

◎
（
２

）
エ

給
食

の
ひ

み
つ

①

（
１

）
６

年
生

あ
り

が
と

う
集

会
に

向
け

て
②

■
（
３

）
ア

１
年

間
の

振
り

返
り

①

（
１

）
ど

ん
な

係
活

動
を

す
れ

ば
い

い
の

①

（
３

）
ア

持
久

走
記

録
会

に
向

け
て

①
（
３

）
ア

学
習

発
表

会
に

向
け

て
①

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
②

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
②



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重
点

単
元

・
各

種
教

育
と

の
関

連
・
・
・
・
　

　
◇

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
・
情

報
教

育
　

　
▲

図
書

館
教

育
　

　
◎

食
育

・
食

に
関

す
る

指
導

　
　

●
環

境
教

育
　

　
☆

保
健

教
育

　
　

☐
安

全
教

育
　

　
★

福
祉

教
育

　
　

○
国

際
理

解
教

育
　

　
■

キ
ャ

リ
ア

教
育

　
　

▽
人

権
同

和
教

育

地
域

行
事

学
校

行
事

等

道
徳

音
楽

図
画
工
作

体
育

外
国

語
活

動

家
庭

学
級

活
動

３
月

国
語

社
会

算
数

理
科

１月
２
月

生
活

８
・
９
月

１０
月

１１
月

１２
月

４
月

５
月

６
月

７
月

令
和

２
年

度
 新

潟
市

立
小

須
戸

小
学

校
第

２
学

年
 年

間
指

導
計

画
教
育
目
標 よ
く
考
え
助
け
合
う
子
ど
も

伝
え
る
力

認
め
る
力

律
す
る
力

じ
ゅ

ん
ば

ん
に

な
ら

ぼ
う

つ
づ

け
て

み
よ

う
（
１

）

ふ
き

の
と

う
（
９

）

▲
図

書
館

た
ん

け
ん

（
１

）

春
が

い
っ

ぱ
い

（
２

）
き

ょ
う

の
で

き
ご

と
（
４

）

と
も

だ
ち

を
さ

が
そ

う
（
４

）

○
い

な
ば

の
白

う
さ

ぎ
（
２

）
た

ん
ぽ

ぽ
の

ち
え

◇
［
じ

ょ
う

ほ
う

］
じ

ゅ
ん

じ
ょ

（
１

０
）

か
ん

さ
つ

名
人

に
な

ろ
う

（
１

０
）

同
じ

ぶ
ぶ

ん
を

も
つ

か
ん

字
（
２

）

う
れ

し
い

こ
と

ば
（
２

）

か
ん

字
の

ひ
ろ

ば
①

（
２

）

ス
イ

ミ
ー

（
９

）

か
た

か
な

の
ひ

ろ
ば

（
２

）

［
じ

ょ
う

ほ
う

］
メ

モ
を

と
る

と
き

こ
ん

な
も

の
，

見
つ

け
た

よ

［
コ

ラ
ム

］
丸

，
点

，
か

ぎ
（
７

）

こ
ん

な
も

の
，

見
つ

け
た

よ
［
コ

ラ
ム

］丸
，
点

，
か

ぎ
（３

）

あ
っ

た
ら

い
い

な
，
こ

ん
な

も
の

（８
）

夏
が

い
っ

ぱ
い

（２
）

▲
お

気
に

入
り

の
本

を

し
ょ

う
か

い
し

よ
う

ミ
リ

ー
の

す
て

き
な

ぼ
う

し
（６

）

雨
の

う
た

（
２

）

こ
と

ば
で

み
ち

あ
ん

な
い

（
３

）

か
ん

字
の

ひ
ろ

ば
②

（
２

）

ど
う

ぶ
つ

園
の

じ
ゅ

う
い

（
１

２
）

こ
と

ば
あ

そ
び

を
し

よ
う

（
２

）
な

か
ま

の
こ

と
ば

と
か

ん
字

（
２

）

か
ん

字
の

ひ
ろ

ば
③

（
１

）

か
ん

字
の

ひ
ろ

ば
③

（
１

）

お
手

紙
（
１

２
）

主
語

と
述

語
に

気
を

つ
け

よ
う

（
２

）

か
ん

字
の

読
み

方
（
２

）

秋
が

い
っ

ぱ
い

（
２

）
そ

う
だ

ん
に

の
っ

て
く

だ
さ

い
（
４

）

そ
う

だ
ん

に
の

っ
て

く
だ

さ
い

（
４

）

馬
の

お
も

ち
ゃ

の
作

り
方

お
も

ち
ゃ

の
作

り
方

を

せ
つ

め
い

し
よ

う
（
１

４
）

か
た

か
な

で
書

く
こ

と
ば

（
２

）

せ
か

い
一

の
話

（
１

）

か
ん

字
の

広
場

④
（
２

）

わ
た

し
は

お
ね

え
さ

ん
（
１

０
）

お
話

の
さ

く
し

ゃ
に

な
ろ

う
（
１

０
）

冬
が

い
っ

ぱ
い

（
２

）

ね
こ

の
こ

／
お

と
の

は
な

び
ら

／
は

ん
た

い
こ

と
ば

（
２

）

に
た

い
み

の
こ

と
ば

，
は

ん
た

い
の

い
み

の
こ

と
ば

（
２

）

か
ん

字
の

広
場

⑤
（
２

）

◇
お

に
ご

っ
こ

［
じ

ょ
う

ほ
う

］
▲

本
で

の
し

ら
べ

方
（
１

２
）

よ
う

す
を

あ
ら

わ
す

こ
と

ば
（
４

）

見
た

こ
と

，
か

ん
じ

た
こ

と
（
６

）
楽

し
か

っ
た

よ
，

二
年

生
（
８

）

カ
ン

ジ
ー

は
か

せ
の

大
は

つ
め

い
こ

と
ば

を
楽

し
も

う
（
２

）

○
ス

ー
ホ

の
白

い
馬

（
８

）

○
ス

ー
ホ

の
白

い
馬

（
６

）

す
て

き
な

と
こ

ろ
を

つ
た

え
よ

う
（
１

２
）

一
年

生
で

学
し

ゅ
う

し
た

こ
と

（
２

）

に
て

い
る

文
字

（
３

）
か

ん
字

の
ひ

つ
じ

ゅ
ん

（
３

）
画

の
長

さ
と

方
こ

う
（
４

）
文

字
の

形
（
３

）
点

や
画

の
つ

き
方

と
交

わ
り

方
（
３

）
文

字
の

中
心

（
３

）
書

き
初

め
を

し
よ

う
（
３

）
点

や
画

の
間

（
３

）

二
年

生
の

ま
と

め
（
１

）

二
年

生
の

ま
と

め
（
３

）

ひ
ょ

う
と

グ
ラ

フ
(4

)

時
こ

く
と

時
間

（
１

）
(4

)

2
け

た
の

た
し

算
と

ひ
き

算
(2

)

た
し

算
と

ひ
っ

算
(9

)

大
き

い
数

の
た

し
算

と
ひ

き
算

(1
3

)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)

長
さ

（
１

）
(9

)

水
の

か
さ

(1
1

)

三
角

形
と

四
角

形
(1

3
)

分
数

(4
)

長
さ

（
２

）
(6

)
か

つ
ど

う
!!

(1
)

ふ
り

か
え

り
つ

な
げ

よ
う

(1
)

は
こ

の
形

(5
)

し
り

ょ
う

の
せ

い
り

(2
)

2
年

の
ま

と
め

を
し

よ
う

(4
)

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

ロ
(1

)

今
の

自
分

を
知

ろ
う
!(
1)

ひ
き

算
と

ひ
っ

算
(8

)

1
0
0
0
ま

で
の

数
(8

)
か

つ
ど

う
!!

(1
)

か
け

算
（
１

）
(1

8
)

か
け

算
（
２

）
(1

2
)

か
け

算
（
３

）
(7

)

時
こ

く
と

時
間

（
２

）
(3

)

1
0
0
0
0
ま

で
の

数
(7

)

ふ
り

か
え

り
つ

な
げ

よ
う

(1
)

た
し

算
と

ひ
き

算
(1

1
)

わ
た

し
の

町
（
４

）

町
た

ん
け

ん
①

（
７

）

わ
た

し
た

ち
の

や
さ

い
ば

た
け

（
２

７
）

い
き

も
の

と
と

も
だ

ち
（
１

６
）

つ
く
っ

て
あ

そ
ぼ

う
（
１

８
）

・
お

も
ち

ゃ
づ

く
り

の
じ

ゅ
ん

び
（４

）

・
つ

く
っ

て
あ

そ
ぼ

う
（
９

）
・
み

ん
な

で
あ

そ
ぼ

う
（５

）

み
ん

な
だ

い
す

き
わ

た
し

だ
い

す
き

（
１

７
）

・
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

（
５

）

・
小

さ
い

こ
ろ

の
こ

と
（
４

）
・
自

分
も

の
が

た
り

（
５

）

・
も

う
す

ぐ
３

年
生

（３
）

・
二

年
生

に
な

っ
て

A

・
あ

い
さ

つ
月

間
B

・
ど

う
し

て
き

ま
り

が
あ

る
の

か
な

C

・
し

ょ
う

か
い

し
ま

す
C

・
角

が
つ

い
た

か
い

じ
ゅ

う
A

・
ぶ

ら
ん

こ
B

・
あ

り
が

と
う

の
手

紙
B

・
ぼ

く
の

サ
ッ

カ
ー

シ
ュ

ー
ズ

C

・
ぐ

み
の

木
と

小
鳥

B

・
が

ん
ば

れ
ア

ヌ
ー

ラ
D

・
か

え
っ

て
き

た
ホ

タ
ル

D

・
ク

ラ
ス

の
大

へ
ん

し
ん

C
・
お

よ
げ

な
い

り
す

さ
ん

C

・
な

か
よ

し
だ

け
ど

B

・
お

月
さ

ま
と

コ
ロ

A

・
こ

ん
な

と
き

ど
う

す
る

か
な

B

・
雨

ふ
り

C

・
ど

う
し

よ
う

A
・
き

ら
き

ら
D

・
お

年
玉

を
も

ら
っ

た
け

れ
ど

A

・
お

せ
ち

の
ひ

み
つ

C

・
日

本
の

お
米

，
せ

か
い

の
お

米
C

・
空

色
の

自
転

車
D

・
す

て
き

な
え

が
お

A

・
あ

り
が

と
う

の
絵

B

・
よ

か
っ

た
よ

B

・
こ

う
さ

と
び

が
で

き
た

A

★
・
黄

色
い

ベ
ン

チ
C

・
黒

ば
ん

が
に

っ
こ

り
す

る
か

な
Ａ

・
ど

う
し

て
う

ま
く
い

か
な

い
の

か
な

A

・
お

で
こ

の
あ

せ
C

▽
・
た

か
し

さ
ん

の
黄

色
い

ズ
ボ

ン
C
＊

出
典

「生
き

る
Ⅰ

」

・
生

ま
れ

る
と

い
う
こ

と
D

・
ぴ

か
ぴ

か
が

か
り

C
・
も

う
す

ぐ
お

正
月

C

音
楽

と
み

ん
な

と
つ

な
が

ろ
う

（
４

）

.は
く
の

ま
と

ま
り

を
か

ん
じ

と
ろ

う
（
６

）
ド

レ
ミ

で
あ

そ
ぼ

う
（
1
0
）

虫
の

こ
え

（
２

）
み

の
ま

わ
り

の
お

と
に

リ
ズ

ム
を

か
さ

ね
て

楽
し

も
う

（８
）

く
り

か
え

し
を

見
つ

け
よ

う
（
６
）

い
ろ

い
ろ

な
が

っ
き

の
音

を
さ

が
そ

う
（
６

）
よ

う
す

を
お

も
い

う
か

べ
よ

う
（７

）
○

日
本

の
う

た
で

つ
な

が
ろ

う
（
４

）

み
ん

な
で

あ
わ

せ
て

楽
し

も
う

（
１

０
）

・
う

た
い

つ
ご

う
日

本
の

う
た

・
み

ん
な

で
楽

し
く

（
年

間
：
３

）

走
・
跳

か
け

っ
こ

遊
び

（３
）

走
・
跳

跳
び

遊
び

（
６

）
走

・
跳

か
け

っ
こ

遊
び

（２
）

投
げ

遊
び

（
２

）リ
レ

ー
遊

び
（２

）

走
・
跳

リ
レ

ー
遊

び
（
３

）

器
械

･器
具

マ
ッ

ト
遊

び
（
７

）

器
械

・
器

具
遊

具
遊

び
（
３

）

体
つ

く
り

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
（３

）

体
つ

く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（３
）

器
械

・
器

具
跳

び
箱

遊
び

（
７

）表
現

リ
ズ

ム
遊

び
表

現
遊

び
（
５

）
ゲ

ー
ム

ボ
ー

ル
蹴

り
ゲ

ー
ム

（
１
０

）

ゲ
ー

ム
ボ

ー
ル

投
げ

ゲ
ー

ム
（９

）

体
つ

く
り

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
（
３
）

ゲ
ー

ム
鬼

遊
び

（
３

）
体

つ
く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（４
）

表
現

リ
ズ

ム
遊

び
リ

ズ
ム

遊
び

（
６

）
器

械
/器

具
鉄

棒
遊

び
（
４

）
□

水
遊

び
水

遊
び

（
１

０
）

器
械

/器
具

鉄
棒

遊
び

（
３

）
体

つ
く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（６
）

ゲ
ー

ム
鬼

遊
び

（
３

）

し
せ

い
と

え
ん

ぴ
つ

の
も

ち
か

た
（２

）
い

ろ
い

ろ
な

ひ
っ

き
ぐ

（１
）

令
和
２
年
度
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
，小
須
戸
小
学
校
で
は
「
伝
え
る
力
」
「
認
め
る
力
」
「
律
す
る
力
」
の
３
つ
の
資
質
・能
力
を
大
切
に
し
て
，教
育
課
程
を
再
編
成
し
ま
し
た
。
「
伝
え
る
力
」
と
は
，仲
間
と
共
に
学
び
合
う
中
で
，相
手
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
，自
分
の
考
え
や
思
い
を
発
信
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
「
認
め
る
力
」
と
は
，他
者
と
か
か
わ
り

合
う
中
で
，多
様
な
考
え
方
を
理
解
し
た
り
，受
け
入
れ
た
り
，共
感
し
た
り
す
る
力
で
す
。
「
律
す
る
力
」
と
は
，自
分
と
向
き
合
い
な
が
ら
，自
分
で
自
分
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
こ
の
教
育
課
程
の
実
施
を
通
し
て
，す
べ
て
の
子
ど
も
が
小
須
戸
で
愛
さ
れ
，小
須
戸
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，保
護
者
・地
域
と
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

町
た

ん
け

ん
②

（
９

）

町
の

し
ょ

う
か

い
（
７

）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
(2

)

ひ
み

つ
の

た
ま

ご
(４

)

ひ
か

り
の

プ
レ

ゼ
ン

ト
(2

)

に
ぎ

に
ぎ

ね
ん

土
(2

)

ざ
い

り
ょ

う
か

ら
ひ

ら
め

き
(4

)
た

の
し

か
っ

た
よ

ド
キ

ド
キ

し
た

よ
(4

)

し
ん

ぶ
ん

し
と

な
か

よ
し

(2
)

ま
ど

を
ひ

ら
い

て
（

6
）

（
選

択
）
ま

ど
か

ら
こ

ん
に

ち
は

（
選

択
）
え

合
わ

せ
ゲ

ー
ム

と
ろ

と
ろ

え
の

ぐ
で

か
く

(4
)

だ
ん

だ
ん

だ
ん

ボ
ー

ル
(2

)

す
て

き
な

も
の

い
っ

ぱ
い

(2
)

と
き

め
き

コ
ン

サ
ー

ト
(2

)

は
さ

み
の

あ
ー

と
(2

)
お

も
い

で
を

か
た

ち
に

(2
)

わ
く
わ

く
す

ご
ろ

く
(4

)

つ
な

い
で

つ
る

し
て

(2
)

（
選

択
）
つ

な
い

で

ス
ト
ロ

ー
で

こ
ん

に
ち

は
(4

)

と
も

だ
ち

ハ
ウ

ス
(4

)

た
の

し
く
う

つ
し

て

（
選

択
）
か

た
が

み
を

つ
か

っ
て

（
選

択
）
か

み
は

ん
で

（
選

択
）
ス

チ
ロ

ー
ル

は
ん

で
(4

)

と
も

だ
ち

見
つ

け
た

！

（
選

択
）
虫

め
が

ね
で

（
選

択
）
つ

く
っ

た
カ

メ
ラ

で
(2

)

く
し

ゃ
く
し

ゃ
ぎ

ゅ
っ

(4
)

わ
っ

か
で

へ
ん

し
ん

(2
)

見
て

み
て

お
は

な
し

(4
)

着
任

式
・
入

学
式

・
始

業
式

１
年

生
を

迎
え

る
会

☆
各

種
健

診
・
検

診
運

動
会

持
久

走
記

録
会

若
葉

祭

こ
す

ど
っ

子
祭

り
Ｃ

Ｒ
Ｔ
学

力
調

査

生
活

科
・
総

合
学

習
発

表
会

６
年

生
あ

り
が

と
う

集
会

ぐ
ん

ぐ
ん

タ
イ

ム
（
年

間
）

Y
o

u
遊

タ
イ

ム
（
年

間
）

後
期

終
業

式
・
卒

業
式

・
離

任
式

な
わ

と
び

大
会

☐
避

難
訓

練
・
引

き
渡

し
訓

練

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

元
気

ア
ッ

プ
週

間
▲

読
書

週
間

体
力

テ
ス

ト

☆
歯

と
口

の
週

間

◎
給

食
週

間
☆

い
い

歯
の

週
間

☆
か

ぜ
予

防
週

間

◎
給

食
週

間

元
気

ア
ッ

プ
週

間

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

☆
（
２

）
ウ

学
校

歯
科

医
歯

磨
き

指
導

①

◇
（
２

）
イ

ゲ
ー

ム
と

の
か

か
わ

り
①

☐
（
２

）
ウ

も
し

地
震

が
起

き
た

ら
①

（
２

）
ア

よ
り

よ
い

あ
い

さ
つ

を
①

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②
■

（
３

）
ア

２
年

生
に

な
っ

て
①

（
１

）
学

級
目

標
を

決
め

よ
う
②

（
１

）
こ

す
ど

っ
子

ま
つ

り
を

盛
り

上
げ

よ
う

③

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②
（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
係

活
動

で
ク

ラ
ス

を
よ

り
よ

く
①

▲
（
３

）
ウ

も
っ

と
本

と
友

だ
ち

に
な

ろ
う
①

（
３

）
ウ

家
庭

学
習

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①
（
２

）
エ

あ
り

が
と

う
調

理
員

さ
ん

①

（
１

）
６

年
生

あ
り

が
と

う
集

会
に

向
け

て
②

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
②

■
（
３

）
ア

１
年

間
の

振
り

返
り

①
（
１

）
係

活
動

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①

（
３

）
ア

持
久

走
記

録
会

に
向

け
て

①
（
３

）
ア

学
習

発
表

会
に

向
け

て
①

（
１

）
学

級
活

動
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

①
（
３

）
イ

お
そ

う
じ

名
人

①

◎
（
２

）
エ

バ
ラ

ン
ス

よ
く
た

べ
よ

う
①

（
１

）
係

活
動

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①

☆
（
２

）
ウ

ピ
カ

ピ
カ

前
歯

の
み

が
き

方
①

校
外

学
習

ア
グ

リ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各
種

教
育

と
の

関
連

・
・
・
・
　

　
◇

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
・
情

報
教

育
　

　
▲

図
書

館
教

育
　

　
◎

食
育

・
食

に
関

す
る

指
導

　
　

●
環

境
教

育
　

　
☆

保
健

教
育

　
　

☐
安

全
教

育
　

　
★

福
祉

教
育

　
　

○
国

際
理

解
教

育
　

　
■

キ
ャ

リ
ア

教
育

　
　

▽
人

権
同

和
教

育

地
域

行
事

学
校

行
事

等

道
徳

音
楽

図
画
工
作

体
育

外
国
語

家
庭

学
級

活
動

３
月

国
語

社
会

算
数

理
科

１月
２
月

総
合

的
な

学
習

の
時

間

８
・
９
月

１０
月

１１
月

１２
月

４
月

５
月

６
月

７
月

令
和

２
年

度
 新

潟
市

立
小

須
戸

小
学

校
第

３
学

年
 年

間
指

導
計

画

し
ぜ

ん
の

か
ん

さ
つ

(４
)

植
物

を
育

て
よ

う
た

ね
を

ま
こ

う
（
３
）

か
げ

と
太

陽
（

9
）

ぐ
ん

ぐ
ん

の
び

ろ
（
３
）

●
チ

ョ
ウ

を
育

て
よ

う
（8

）

花
が

さ
い

た
（
２

）

こ
ん

虫
を

調
べ

よ
う

（
３

） 実
が

で
き

る
こ

ろ
（２

）

音
を

つ
た

え
よ

う
（
６

）

光
を

調
べ

よ
う

（
８

）

風
の

は
た

ら
き

（
６

）
ゴ

ム
の

は
た

ら
き

（
６

）

明
か

り
を

つ
け

よ
う

（
9
）

じ
し

ゃ
く

の
ひ

み
つ

（
１

２
）

も
の

の
重

さ
を

調
べ

よ
う

（
９

）

■
よ

く
聞

い
て

，

じ
こ

し
ょ

う
か

い
（
１

）

ど
き

ん

つ
づ

け
て

み
よ

う
（
１

）

き
つ

つ
き

の
商

売
（
８

）

▲
図

書
館

た
ん

て
い

だ
ん

（
１

）

国
語

辞
典

を
使

お
う

（
２

）

漢
字

の
広

場
①

（
２

）

春
の

く
ら

し
（
２

）

漢
字

の
音

と
訓

（
２

）

も
っ

と
知

り
た

い
，

友
だ

ち
の

こ
と

［
コ

ラ
ム

］
き

ち
ん

と
つ

た
え

る
た

め
に

（
６

）

漢
字

の
広

場
②

（
２

）

言
葉

で
遊

ぼ
う

こ
ま

を
楽

し
む

◇
［
じ

ょ
う

ほ
う

］
全

体
と

中
心

（
８

）

気
も

ち
を

こ
め

て

「
来

て
く
だ

さ
い

」
（
６

）
漢

字
の

広

場
③

（
２

）

ま
い

ご
の

か
ぎ

（
６

）
俳

句
を

楽
し

も
う

（
１

）

こ
そ

あ
ど

言
葉

を
使

い
こ

な
そ

う

（
２

）

◇
▲

［
じ

ょ
う

ほ
う

］
引

用
す

る
と

き

（
３

）

★
仕

事
の

く
ふ

う
，

見
つ

け
た

よ

［
コ

ラ
ム

］
符

号
な

ど
（
１

２
）

夏
の

く
ら

し
（
２

）

は
じ

め
て

知
っ

た
こ

と
を

知
ら

せ
よ

う

鳥
に

な
っ

た

き
ょ

う
り

ゅ
う

の
話

（
５

）

わ
た

し
と

小
鳥

と
す

ず
と

夕
日

が
せ

な
か

を

お
し

て
く
る

（
２

）

山
小

屋
で

三
日

間

す
ご

す
な

ら
（
３

）

ポ
ス

タ
ー

を
読

も
う

（
２

）

へ
ん

と
つ

く
り

（
２

）

ロ
ー

マ
字

（
４

）

ち
い

ち
ゃ

ん
の

か
げ

お
く
り

（
８

）

ち
い

ち
ゃ

ん
の

か
げ

お
く
り

（
２

）

修
飾

語
を

使
っ

て
書

こ
う

（
２

）

秋
の

く
ら

し
（
２

）

は
ん

で
意

見
を

ま
と

め
よ

う
（
８

）

漢
字

の
広

場
④

（
２

）

す
が

た
を

か
え

る
大

豆

◇
▲

［
じ

ょ
う

ほ
う

］
科

学
読

み
物

で
の

調
べ

方

食
べ

物
の

ひ
み

つ
を

教
え

ま
す

（
１

５
）

○
こ

と
わ

ざ
・
故

事
成

語
（
４

）

漢
字

の
意

味
（
２

）

短
歌

を
楽

し
も

う
（
２

）

漢
字

の
広

場
⑤

（
２

）

○
三

年
と

う
げ

（
６

）

た
か

ら
島

の
ぼ

う
け

ん
（
１

０
）

冬
の

く
ら

し
（
２

）

詩
の

く
ふ

う
を

楽
し

も
う

（
４

）

カ
ン

ジ
ー

は
か

せ
の

音
訓

か
る

た
（
２

）

漢
字

の
広

場
⑥

（
２

）

あ
り

の
行

列
（
７

）

つ
た

わ
る

言
葉

で
表

そ
う

（
２

）

つ
た

わ
る

言
葉

で
表

そ
う

（
３

）

こ
れ

が
わ

た
し

の

お
気

に
入

り
（
１

２
）

◇
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ロ
ー

マ
字

入
力

（
２

）

わ
た

し
た

ち
の

学
校

じ
ま

ん
（
４

）

わ
た

し
た

ち
の

学
校

じ
ま

ん
（
４

）

モ
チ

モ
チ

の
木

（
１

２
）

・
毛

筆
学

習
の

は
じ

め
に

(1
)

・
小

筆
の

持
ち

方
と

使
い

方
(1

)
は

じ
め

の
練

習
（
１

）

横
画

（
2
）

横
書

く
（
１

）

た
て

画
と

は
ら

い
（
３

）

お
れ

と
は

ね
（
３

）
小

筆
で

書
い

て
み

よ
う

（
２

）

曲
が

り
と

お
れ

、
点

（
１

）

曲
が

り
と

お
れ

、
点

（
２

）

ひ
ら

が
な

（
１

）

ひ
ら

が
な

（
２

）

画
の

長
短

と
文

字
の

中
心

（
１

）

画
の

長
短

と
文

字
の

中
心

（
２

）
書

き
ぞ

め
を

し
よ

う
（
３

）
文

字
の

大
き

さ
と

配
列

（
４

）
三

年
生

の
ま

と
め

（
３

）

わ
た

し
た

ち
の

ま
ち

と
市

（
１

７
）

は
た

ら
く

人
と

わ
た

し
た

ち
の

く
ら

し
（

2
0
）

地
い

き
の

安
全

を
守

る
（

1
7
）

ま
ち

の
様

子
（
６

）

■
工

場
で

は
た

ら
く

人
と

仕
事

農
家

の
仕

事
【
選

択
】
（
８

）
■

●
火

事
か

ら
ま

ち
を

守
る

（
９

）

■
●

事
故

や
事

件
か

ら
ま

ち
を

守
る

（
７

）
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
１

）
市

の
様

子
（

1
0
）

■
店

で
は

た
ら

く
人

と
仕

事
（

1
1
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
１

）

わ
た

し
た

ち
の

市
の

歩
み

（
1

6
）

●
か

わ
る

道
具

と
く

ら
し

（
６

）

●
市

の
う

つ
り

か
わ

り
（
９

）
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
１

）

か
け

算
（
８

）

時
こ

く
と

時
間

（
５

）

わ
り

算
(1

1
)

た
し

算
と

ひ
き

算
(1

5
)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)

表
と

グ
ラ

フ
(8

)

長
さ

(7
) (2

け
た

)×
(2

け
た

)の
計

算
(1

)

重
さ

(1
0

)

活
動

!!
(1

)

そ
ろ

ば
ん

(2
)

し
り

ょ
う

の
活

用
(2

)

3
年

の
ま

と
め

を
し

よ
う

(3
)

◇
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
グ

(1
)

今
の

自
分

を
知

ろ
う

!(
1

)
あ

ま
り

の
あ

る
わ

り
算

(6
)

テ
ー

プ
作

り
(1

)

活
動

!!
(1

)

1
け

た
を

か
け

る
か

け
算

(1
1

)

円
と

球
(8

)

三
角

形
と

四
角

形
(1

2
)

時
こ

く
と

時
間

（
３

）

2
け

た
を

か
け

る
か

け
算

(9
)

ふ
り

か
え

り
つ

な
げ

よ
う

(1
)

☐
を

使
っ

た
式

(6
)

大
き

い
数

(1
0

)

小
数

(1
1

)

分
数

(9
)

音
楽

で
心

を
つ

な
げ

よ
う

（
２
）

歌
っ

て
音

の
高

さ
を

か
ん

じ
と

ろ
う

（
６

）
リ

コ
ー

ダ
ー

の
ひ

び
き

を
か

ん
じ

と
ろ

う
（
６

）
茶

つ
み

（
２

）
拍

に
の

っ
て

リ
ズ

ム
を

か
ん

じ
と

ろ
う

（
５

）

せ
ん

り
つ

の
と

く
ち

ょ
う

を

か
ん

じ
と

ろ
う

（
７

）
曲

の
か

ん
じ

を
生

か
そ

う
（
６

）
い

ろ
い

ろ
な

音
の

ひ
び

き
を

か
ん

じ
と

ろ
う

（
９

）
○

ち
い

き
に

つ
た

わ
る

音
楽

で
つ

な
が

ろ
う

（
５

）

音
の

重
な

り
つ

わ
か

ん
じ

て
あ

わ
せ

よ
う
（
７
）

歌
い

つ
ご

う
日

本
の

歌
・み

ん
な

で
楽

し
く
（年

間
：
４
）

う
さ

ぎ

（
１

）

走
・
跳

の
運

動
か

け
っ

こ
・
リ

レ
ー

（
６

）
走

・
跳

の
運

動
投

運
動

（
２

）

ゲ
ー

ム
ネ

ッ
ト

型
ゲ

ー
ム

プ
レ

ル
ボ

ー
ル

（
６

）
器

械
運

動
マ

ッ
ト

運
動

（
６

）

☐
水

泳
運

動
水

泳
運

動
（
１

０
）

走
・
跳

の
運

動
幅

跳
び

（
６

）

ゲ
ー

ム
ネ

ッ
ト

型
ゲ

ー
ム

ハ
ン

ド
テ

ニ
ス

（
６

）
☆

保
健

（
４

）
け

ん
こ

う
な

生
活

器
械

運
動

鉄
棒

運
動

（
５

）
表

現
運

動
表

現
（
６

）
ゲ

ー
ム

ゴ
ー

ル
型

ゲ
ー

ム

タ
グ

ラ
グ

ビ
ー

（
６

）

器
械

運
動

跳
び

箱
運

動
（
６

）

体
つ

く
り

運
動

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
（２

）

表
現

運
動

リ
ズ

ム
ダ

ン
ス

（
４
）

走
・
跳

の
運

動
ハ

ー
ド

ル
走

（
５

）
ゲ

ー
ム

ﾍ
ﾞｰ

ｽ
ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
型

ｹ
ﾞｰ

ﾑ

ｷ
ｯ
ｸ
ﾍ
ﾞｰ

ｽ
ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
（
６

）

ｹ
ﾞｰ

ﾑ
ゴ

ー
ル

型
ゲ

ー
ム

ラ
イ

ン
サ

ッ
カ

ー
（
６

）

体
つ

く
り

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
（
３

）

体
つ

く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（
４

）
体

つ
く

り
い

ろ
い

ろ
な

動
き

つ
く

り
（
４

）

体
つ

く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（
２

）

〇
U

n
it

 1
 H

el
lo

! 
〇

U
n

it
 2

 H
o

w
 a

re
 y

o
u

?
U

n
it

 3
 H

o
w

m
an

y?
U

n
it

 4
 I 

lik
e 

b
lu

e
.

U
n

it
 5

 W
h

at
 d

o
 y

o
u

 li
ke

?
U

n
it

 6
 A

LP
H

A
B

ET
(4

)
○

U
n

it
 7

 T
h

is
is

 f
o

r 
yo

u
(5

)
U

n
it

 8
 W

h
at

's
 t

h
is

(5
)

U
n

it
 9

 W
h

o
ar

e 
yo

u
?(

5
)

・
よ

ろ
し

く
ギ

フ
ト

C
・
あ

い
さ

つ
名

人
B

・
や

め
ら

れ
な

い
A

・
た

っ
た

一
言

A
・
道

夫
と

ぼ
く

C

・
よ

ご
れ

た
絵

A

・
友

だ
ち

屋
B

・
日

曜
日

の
公

園
で

B

・
持

っ
て

あ
げ

る
？

食
べ

て
あ

げ
る

？
B

・
マ

リ
ー

ゴ
ー

ル
ド

C

・
生

き
て

い
る

仲
間

D
・
●

ヤ
ゴ

き
ゅ

う
し

ゅ
つ

大
作

戦
D

☐
係

の
仕

事
に

取
り

組
む

と
き

に
C

・
き

ま
り

の
な

い
国

C
・
黄

金
の

魚
A

・
大

切
な

も
の

は
何

で
す

か
D

・
水

や
り

係
B

・
目

の
前

は
青

空
B

・
百

六
さ

い
，
お

め
で

と
う

，

ひ
い

ば
あ

ち
ゃ

ん
C

・
み

ん
な

が
く
ら

し
や

す
い

町
B

・
と

く
ジ

ー
の

お
ま

じ
な

い
B

・
か

る
た

遊
び

C

・
な

お
と

か
ら

の
し

つ
も

ん
C

・
三

年
元

気
組

A

▽
も

や
も

や
書

き
C

＊
出

典
「
生

き
る
Ⅱ

」

・
ま

わ
り

を
見

つ
め

て
D

・
ふ

ろ
し

き
C

・
マ

サ
ラ

ッ
プ

C
・
長

な
わ

大
会

の
新

記
録

A

・
学

校
の

ぶ
ど

う
C

・
よ

わ
む

し
太

郎
A

・
漢

字
に

思
い

を
こ

め
て

C

・
あ

り
が

と
う

の
気

持
ち

を
こ

め
て

B

・
ヌ

チ
ヌ

グ
ス

ー
ジ

ー
―

命
の

祭
り

D

・
ス

ー
パ

ー
パ

テ
ィ

シ
エ

物
語

A

大
豆

の
町

小
須

戸
（
７

０
）

教
育
目
標 よ
く
考
え
助
け
合
う
子
ど
も

伝
え
る
力

認
め
る
力

律
す
る
力

ど
う

し
て

小
須

戸
で

は
大

豆
を

使
っ

た
お

店
が

多
い

の
か

。

大
豆

は
ど

ん
な

食
べ

物
に

使
わ

れ
て

い
る

か
。

私
た

ち
も

大
豆

を
育

て
て

み
た

い
。

地
域

の
方

や
お

店
の

人
に

聞
い

た
り

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

で
調

べ
て

み
よ

う
。

大
豆

は
ど

ん
な

食
べ

物
に

変
身

す
る

の
か

な
。

大
豆

を
植

え
て

，
育

て
よ

う

工
場

見
学

に
行

っ
て

，
ど

ん
な

こ
と

に
使

わ
れ

て
い

る
か

調
べ

よ
う

。

（
内

山
藤

三
郎

商
店

，
マ

ル
タ

ス
ギ

ヨ
工

場
，

峰
村

醸
造

）

調
べ

た
こ

と
や

学
ん

だ
こ

と
を

，
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
よ

う
。

自
分

た
ち

が
育

て
た

大
豆

で
豆

腐
づ

く
り

を
し

よ
う

豆
腐

作
り

体
験

を
し

て
豆

腐
の

作
り

方
を

勉
強

し
よ

う

豆
腐

を
使

う
と

，
ど

ん
な

料
理

が
で

き
る

か
調

べ
よ

う

今
ま

で
学

ん
で

き
た

こ
と

を
全

校
や

保
護

者
の

皆
さ

ん
に

伝
え

よ
う

１
年

間
の

ま
と

め
を

し
よ

う

令
和
２
年
度
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
，小
須
戸
小
学
校
で
は
「
伝
え
る
力
」
「
認
め
る
力
」
「
律
す
る
力
」
の
３
つ
の
資
質
・能
力
を
大
切
に
し
て
，教
育
課
程
を
再
編
成
し
ま
し
た
。
「
伝
え
る
力
」
と
は
，仲
間
と
共
に
学
び
合
う
中
で
，相
手
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
，自
分
の
考
え
や
思
い
を
発
信
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
「
認
め
る
力
」
と
は
，他
者
と
か
か
わ
り
合
う

中
で
，多
様
な
考
え
方
を
理
解
し
た
り
，受
け
入
れ
た
り
，共
感
し
た
り
す
る
力
で
す
。
「
律
す
る
力
」
と
は
，自
分
と
向
き
合
い
な
が
ら
，自
分
で
自
分
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
こ
の
教
育
課
程
の
実
施
を
通
し
て
，す
べ
て
の
子
ど
も
が
小
須
戸
で
愛
さ
れ
，小
須
戸
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
保
護
者
・地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

切
っ

て
か

き
出

し

く
っ

つ
け

て
(2

)

わ
た

し
の

６
月

の
絵

(4
)

絵
の

ぐ
＋

水
＋

ふ
で

＝
い

い
か

ん
じ

！
(2

)

く
る

く
る

ラ
ン

ド
(4

)
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

し
ぜ

ん
の

色
(1

)
ふ

き
上

が
る

風
に

の
せ

て
(2

)

み
近

な
し

ぜ
ん

の
形

・
色

（
選

択
）
お

気
に

入
り

の
葉

（
選

択
）
と

っ
て

お
き

の
石

(3
)

ペ
タ

パ
タ

ひ
ら

く
と

(2
)

「
小

さ
な

自
分

」
の

お
気

に
入

り
(4

)
く

ぎ
う

ち
ト

ン
ト

ン
(2

)
空

き
よ

う
き

の
へ

ん
し

ん
(6

)
ク

ミ
ク

ミ
ッ

ク
ス

(2
)

こ
と

ば
か

ら
形

・
色

(4
)

ゴ
ム

ゴ
ム

パ
ワ

ー
（
選

択
）
ゴ

ム
ゴ

ム
で

ト
コ

ト
コ

（
選

択
）
ゴ

ム
ゴ

ム
で

ス
ル

ス
ル

(6
)

ね
ん

土
マ

イ
タ

ウ
ン

(2
)

土
で

か
く

(2
)

マ
グ

ネ
ッ

ト
マ

ジ
ッ

ク
（
選

択
）
く

っ
つ

く
力

で

（
選

択
）
し

り
ぞ

け
合

う
力

で
(6

)

ひ
も

ひ
も

ワ
ー

ル
ド

(2
)

い
ろ

い
ろ

う
つ

し
て

(4
)

着
任

式
・
入

学
式

・
始

業
式

１
年

生
を

迎
え

る
会

☆
各

種
健

診
・
検

診

運
動

会

持
久

走
記

録
会

若
葉

祭

こ
す

ど
っ

子
祭

り
Ｃ

Ｒ
Ｔ
学

力
調

査

生
活

科
・
総

合
学

習
発

表
会

６
年

生
あ

り
が

と
う

集
会

ぐ
ん

ぐ
ん

タ
イ

ム
（
年

間
）

Y
o

u
遊

タ
イ

ム
（
年

間
）

後
期

終
業

式
・
卒

業
式

・
離

任
式

な
わ

と
び

大
会

☐
避

難
訓

練
・
引

き
渡

し
訓

練

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

元
気

ア
ッ

プ
週

間
▲

読
書

週
間

体
力

テ
ス

ト

☆
歯

と
口

の
週

間

◎
給

食
週

間
☆

い
い

歯
の

週
間

☆
か

ぜ
予

防
週

間

◎
給

食
週

間
元

気
ア

ッ
プ

週
間

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

■
（
３

）
ア

３
年

生
に

な
っ

て
①

（
１

）
学

級
目

標
を

決
め

よ
う
②

（
１

）
係

活
動

で
ク

ラ
ス

を
よ

り
よ

く
①

（
２

）
ア

よ
り

よ
い

あ
い

さ
つ

を
①

◇
（
２

）
イ

ゲ
ー

ム
と

の
か

か
わ

り
①

☆
（
２

）
ウ

混
合

歯
列

の
み

が
き

方
①

☐
（
２

）
ウ

も
し

地
震

が
起

き
た

ら
①

（
１

）
こ

す
ど

っ
子

ま
つ

り
を

盛
り

上
げ

よ
う

③

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②
（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

☆
（
２

）
ウ

か
む

こ
と

と
健

康
①

▲
（
３

）
ウ

い
ろ

い
ろ

な
本

を
読

も
う

①

（
３

）
ウ

家
庭

学
習

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①

（
２

）
エ

あ
り

が
と

う
調

理
員

さ
ん

（
１

）
６

年
生

あ
り

が
と

う
集

会
に

向
け

て
②

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
①

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
②

■
（
３

）
ア

１
年

間
の

振
り

返
り

①
（
１

）
係

活
動

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①

（
３

）
ア

持
久

走
記

録
会

に
向

け
て

①
（
３

）
ア

学
習

発
表

会
に

向
け

て
①

（
１

）
学

級
活

動
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

①

◎
（
２

）
エ

３
つ

の
食

品
群

に
つ

い
て

①

（
３

）
イ

お
そ

う
じ

名
人

①

校
外

学
習

み
な

と
ぴ

あ
・
工

場
見

学
交

通
安

全
自

転
車

安
全

教
室

味
噌

づ
く
り

体
験

を
し

よ
う

（
体

験
学

習
）

調
べ

た
こ

と
や

学
ん

だ
こ

と
を

，
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
よ

う
。

味
噌

完
成

！

交
番

・
消

防
署

見
学

（
社

会
）

に
い

つ
フ

ー
ド

見
学

（
社

会
）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和

２
年

度
 新

潟
市

立
小

須
戸

小
学

校
第

４
学

年
 年

間
指

導
計

画

総
合

的
な

学
習

の
時

間

８
・
９
月

１０
月

１１
月

１２
月

４
月

５
月

６
月

７
月

３
月

国
語

社
会

算
数

理
科

１月
２
月

重
点

単
元

・
各

種
教

育
と

の
関

連
・
・
・
・
　

　
◇

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
・
情

報
教

育
　

　
▲

図
書

館
教

育
　

　
◎

食
育

・
食

に
関

す
る

指
導

　
　

●
環

境
教

育
　

　
☆

保
健

教
育

　
　

☐
安

全
教

育
　

　
★

福
祉

教
育

　
　

○
国

際
理

解
教

育
　

　
■

キ
ャ

リ
ア

教
育

　
　

▽
人

権
同

和
教

育

地
域

行
事

学
校

行
事

等

道
徳

音
楽

図
画
工
作

体
育

外
国
語
活
動

家
庭

学
級

活
動

二
分

の
一

成
人

式
を

し
よ

う
（
２

０
）

発
見

！
小

須
戸

調
査

隊
（
５

０
）

教
育
目
標 よ
く
考
え
助
け
合
う
子
ど
も

伝
え
る
力

認
め
る
力

律
す
る
力

小
須

戸
の

名
物

は
な

ん
だ

ろ
う

。

ボ
ケ

に
つ

い
て

調
べ

て
み

た
い

。

◇
地

域
の

方
や

家
族

に
聞

い
た

り
，
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

調
べ

て
み

よ
う
。

調
べ

た
こ

と
や

学
ん

だ
こ

と
を

，
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
よ

う
。

小
須

戸
の

民
話

を
調

べ
て

み
た

い
。

現
地

に
行

っ
て

，
調

べ
よ

う
。

（
馬

頭
観

音
，

子
育

て
延

命
地

蔵
尊

，

木
村

屋
ア

イ
ス

，
お

か
め

菓
子

）

調
べ

た
こ

と
や

学
ん

だ
こ

と
を

，
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
よ

う
。

二
分

の
一

成
人

式
を

し
よ

う
。

今
ま

で
学

ん
で

き
た

こ
と

を
全

校
や

保
護

者
の

皆
さ

ん
に

伝
え

よ
う

１
年

間
の

ま
と

め
を

し
よ

う

こ
ん

な
と

こ
ろ

が
同

じ
だ

ね
(1

）

春
の

う
た

（
１

）

白
い

ぼ
う

し
（
７

）

▲
図

書
館

の
達

人
に

な
ろ

う

（
１

）

漢
字

の
組

み
立

て
（
２

）

漢
字

辞
典

の
使

い
方

（
２

）

春
の

楽
し

み
（
２

）

聞
き

取
り

メ
モ

の
く
ふ

う
（
６

）

漢
字

の
広

場
①

（
２

）

ア
ッ

プ
と

ル
ー

ズ
で

伝
え

る

◇
〔
じ

ょ
う

ほ
う

〕
考

え
と

例
（
８

）

ガ
ン

ジ
ー

は
か

せ
の

都
道

府
県

の
旅

１
（
２

）

お
礼

の
気

持
ち

を
伝

え
よ

う
（
６

）

漢
字

の
広

場
②

（
２

）

一
つ

の
花

（
７

）

つ
な

ぎ
言

葉
の

は
た

ら
き

を
知

ろ

う
（
２

）

短
歌

・
俳

句
に

親
し

も
う

（
一

）
（
１

）

◇
〔
じ

ょ
う

ほ
う

〕
要

約
す

る
と

き

（
２

）

新
聞

を
作

ろ
う

〔
コ

ラ
ム

〕
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
し

ガ
ン

ジ
ー

は
か

せ
の

都
道

府
県

の
旅

２
（
２

）

夏
の

楽
し

み
（
２

）

▲
事

実
に

も
と

づ
い

て
書

か
れ

た
本

を
読

も
う

ラ
ン

ド
セ

ル
は

海
を

こ
え

て
（
５

）

忘
れ

も
の

ぼ
く
は

川
（
２

）

あ
な

た
な

ら
，

ど
う

言
う

（
３

）

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
読

も
う

（
２

）

い
ろ

い
ろ

な
意

味
を

も
つ

言
葉

（
２

）

漢
字

の
広

場
③

（
２

）

ご
ん

ぎ
つ

ね
（
１

２
）

秋
の

楽
し

み
（
２

）

ク
ラ

ス
み

ん
な

で
決

め
る

に
は

（
８

）

漢
字

の
広

場
④

（
２

）

プ
ラ

タ
ナ

ス
の

木
（
８

）

感
動

を
言

葉
に

（
７

）

冬
の

楽
し

み
（
２

）

自
分

だ
け

の
詩

集
を

作
ろ

う

（
４

）

熟
語

の
意

味
（
２

）

漢
字

の
広

場
⑥

（
２

）

ウ
ナ

ギ
の

な
ぞ

を
追

っ
て

（
８

）

つ
な

が
り

に
気

を
つ

け
よ

う
（
４

）

●
も

し
も

の
と

き
に

そ
な

え
よ

う
（
１

２
）

四
年

生
の

ま
と

め
（
３

）

世
界

に
誇

る
和

紙

◇
〔
じ

ょ
う

ほ
う

〕
百

科
事

典
で

の
調

べ
方

○
伝

統
工

芸
の

よ
さ

を
伝

え
よ

う
（
１

６
）

慣
用

句
（
２

）

短
歌

・
俳

句
に

親
し

も
う

（
二

）
（
１

）

漢
字

の
広

場
⑤

（
２

）

調
べ

て
話

そ
う

，
生

活
調

査
隊

（
８

）

ま
ち

が
え

や
す

い
漢

字
（
２

）

初
雪

の
ふ

る
日

（
７

）

文
字

の
大

き
さ

と
配

列
（
４

）
ひ

ら
が

な
（
３

）
点

画
の

方
向

と
間

か
く
（
３

）
文

字
の

組
み

立
て

（
３

）
筆

順
と

字
形

（
３

）
手

書
き

文
字

と
活

字
（
１

）
点

画
の

交
わ

り
方

と
接

し
方

（
３

）
曲

り
と

反
り

（
３

）

三
年

生
で

学
習

し
た

こ
と

（
２

）

毛
筆

学
習

の
は

じ
め

に
（
１

）

季
節

と
生

き
物

の
様

子
(６

)

１
日

の
気

温
と

天
気

（
５

）

空
気

と
水

（
７

）

雨
水

の
流

れ
（
５

）

電
気

の
は

た
ら

き
（

8
）

暑
い

季
節

（
４

）
月

と
星

（
８

）

す
ず

し
く
な

る
と

（
６

）

●
自

然
の

中
の

水
（
６

）

水
の

３
つ

の
す

が
た

（
1

0
）

も
の

の
体

積
と

温
度

（
1

1
）

寒
さ

の
中

で
も

（
６

）
冬

の
星

（
４

）

も
の

の
温

ま
り

方
（

1
0
）

人
の

体
の

つ
く
り

と
運

動
（
７

）
夏

の
星

（
２

）

大
き

い
数

(6
)

折
れ

線
グ

ラ
フ

(6
)

1
け

た
で

わ
る

わ
り

算
(1

2
)

垂
直

・
平

行
と

四
角

形
(1

6
)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)

が
い

数
(1

0
)

し
り

ょ
う

の
整

理
(6

)

直
方

体
と

立
方

体
(1

2
)

活
動

!!
(1

)

し
り

ょ
う

の
活

用
(2

)

4
年

の
ま

と
め

を
し

よ
う

(3
)

◇
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
ラ

今
の

自
分

を
知

ろ
う

!(
1

)
活

動
!!

(1
)

式
と

計
算

(9
)

ポ
ッ

チ
ャ

に
ト

ラ
イ

(1
)

整
数

の
計

算
(3

)
そ

ろ
ば

ん
(2

)

と
も

な
っ

て
変

わ
る

量
(6

)

ゴ
ム

の
長

さ
(1

)

小
数

(1
0

)

面
積

(1
2

)
分

数
(9

)

(2
け

た
)÷

(1
け

た
)計

算
(1

)
角

(9
)

2
け

た
で

わ
る

わ
り

算
(1

1
)

と
ん

だ
長

さ
(1

)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う

計
算

の
し

か
た

を
考

え
よ

う
(2

)

小
数

の
か

け
算

と
わ

り
算

(1
1

)

・
世

界
に

一
つ

だ
け

の
花

A

・
土

曜
日

の
学

校
B

・
「
思

い
や

り
」
っ

て
B

・
絵

は
が

き
と

切
手

B

・
言

わ
な

き
ゃ

A

・
目

覚
ま

し
時

計
A

・
生

き
て

い
る

し
る

し
D

・
ひ

と
り

ぼ
っ

ち
の

Ｙ
ち

ゃ
ん

C

・
学

級
会

で
の

出
来

事
B

・
い

の
ち

を
つ

な
ぐ

岬
D

・
こ

の
ま

ま
に

し
て

い
た

ら
C

・
「
正

直
」
五

十
円

分
A

・
泣

い
た

赤
お

に
B

・
ス

ー
パ

ー
モ

ン
ス

タ
ー

・
つ

ま
ら

な
か

っ
た

B
★

・
ぼ

く
た

ち
の

バ
ラ

花
だ

ん
B

・
生

き
物

と
機

械
D

■
・
弟

の
ふ

ろ
入

れ
C

・
ち

ょ
っ

と
待

っ
て

C

・
思

い
や

り
の

か
た

ち
B

・
雨

の
バ

ス
て

い
り

ゅ
う

所
で

C
・
琵

琶
湖

の
ご

み
拾

い
C

▽
・
こ

の
ま

ま
で

は
い

け
な

い
・・

・
C

＊
出

典
「
生

き
る
Ⅱ

」

・
祭

り
だ

い
こ

C

・
わ

た
し

の
大

切
な

も
の

C

・
花

さ
き

山
D

・
梨

の
実

―
ア

ン
リ

＝
フ

ァ
ー

ブ
ル

A

・
み

ん
な

ち
が

っ
て

，
み

ん
な

い
い

A

・
「
ま

あ
，

い
い

か
。

」
A

・
お

じ
い

ち
ゃ

ん
の

ご
く

ら
く

ご
く

ら
く

D

■
・
ブ

ラ
ッ

ド
レ

ー
の

せ
い

求
書

C

●
・
神

戸
の

ふ
っ

こ
う

は
，

ぼ
く
ら

の
手

で
C

■
・
朝

が
く
る

と
B

音
楽

で
心

の
輪

を
広

げ
よ

う
（４

）
歌

声
の

ひ
び

き
を

感
じ

取
ろ

う
（
７

）
い

ろ
い

ろ
な

リ
ズ

ム
を

感
じ

取
ろ

う
（
８

）
ち

い
き

に
伝

わ
る

せ
ん

り
つ

の
と

く
ち

ょ
う

を
感

じ
取

ろ
う

（
８

）
せ

ん
り

つ
の

重
な

り
を

感
じ

取
ろ

う
（
７

）
い

ろ
い

ろ
な

音
の

ひ
び

き
を

日
本

の
音

楽
で

つ
な

が
ろ

う
（
５

）
曲

の
気

分
を

感
じ

取
ろ

う
（
７

）

歌
い

い
つ

ご
う

日
本

の
歌

・
み

ん
な

で
楽

し
く
（
年

間
：
４

）

体
つ

く
り

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
（
３

）
体

つ
く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（
３

）

器
械

運
動

マ
ッ

ト
運

動
（
６

）

走
・
跳

の
運

動

か
け

っ
こ

・
リ

レ
ー

（
６

）

ｹ
ﾞｰ

ﾑ
ネ

ッ
ト

型
ｹ

ﾞｰ
ﾑ

ｿ
ﾌ
ﾄ
ﾊ

ﾞﾚ
ｰ

ボ
ー

ル
（
８

）
走

・
跳

の
運

動

投
運

動
（
２

）

□
水

泳
運

動
水

泳
運

動
（
１

０
）

走
・
跳

の
運

動

高
跳

び
（
６

）

ゲ
ー

ム
ﾍ

ﾞｰ
ｽ

ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
型

ｹ
ﾞｰ

ﾑ

ハ
ン

ド
ﾍ

ﾞｰ
ｽ

ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
（
６

）

器
械

運
動

鉄
棒

運
動

（
６

）

表
現

運
動

表
現

（
５

）
ｹ

ﾞｰ
ﾑ

ｺ
ﾞｰ

ﾙ
型

ｹ
ﾞｰ

ﾑ

セ
ス

ト
ボ

ー
ル

（
６

）

器
械

運
動

跳
び

箱
運

動
（
６

）

体
つ

く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（
４

）

体
つ

く
り

運
動

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
（
３
）

表
現

運
動

リ
ズ

ム
ダ

ン
ス

（
４

）
走

・
跳

の
運

動
ハ

ー
ド

ル
走

（
４

）

ｹ
ﾞｰ

ﾑ
ゴ

ー
ル

型
ゲ

ー
ム

フ
ラ

ッ
グ

フ
ッ

ト
（
６

）

ｹ
ﾞｰ

ﾑ

ゴ
ー

ル
型

ゲ
ー

ム

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

（
６

）
体

つ
く
り

い
ろ

い
ろ

な

動
き

つ
く
り

（
３

）

○
U

n
it

 1
 H

el
lo

, w
or

ld
! 

世
界

の
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

ば
で

あ
い

さ
つ

を
し

よ
う

(2
)

U
n

it
 2

 L
e

t'
s 

p
la

y
 c

a
rd

s.

す
き

な
遊

び
を

つ
た

え
よ

う
(4

)

U
n

it
 3

 I
 l

ik
e

 M
o

n
d

a
y

s.

す
き

な
曜

日
は

何
か

な
？

(3
)

U
n

it
 4

 W
h

a
t 

ti
m

e
 i

s 
it

?
今

，
何

時
？

(4
)

U
n

it
 5

 D
o

 y
o

u
 h

a
v

e
 a

 p
e

n
?

お
す

す
め

の
文

房
具

セ
ッ

ト
を

つ
く

ろ
(4

)

U
n

it
 6

 A
lp

h
a

b
e

t

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
で

文
字

遊
び

を
し

よ
う

(4
)

○
U

n
it

 7
 W

h
a

t 
d

o
 y

o
u

 w
a

n
t?

U
n

it
 8

 T
h

is
 i

s 
m

y
 f

a
v

o
ri

te
 p

la
ce

.
お

気
に

入
り

の
場

所
を

し
ょ

う
か

い
し

よ
う

(4
)

U
n

it
 9

 T
h

is
 i

s 
m

y
 d

a
y

.

ぼ
く

・
わ

た
し

の
一

日
(5

)

小
須

戸
の

食
文

化
を

調
べ

て
み

た

小
須

戸
祭

り
や

小
須

戸
甚

句
や

調

べ
て

み
た

い
。

小
須

戸
甚

句
を

習
っ

て
伝

え
よ

う
に

じ
い

ろ
音

楽
祭

で
小

須
戸

甚
句

を
発

表
し
よ

う
。

準
備

を
し
よ

う
。

二
分

の
一

成
人

式
を

成
功

さ
せ

よ
う
。

令
和
２
年
度
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
，小
須
戸
小
学
校
で
は
「
伝
え
る
力
」
「
認
め
る
力
」
「
律
す
る
力
」
の
３
つ
の
資
質
・能
力
を
大
切
に
し
て
，教
育
課
程
を
再
編
成
し
ま
し
た
。
「
伝
え
る
力
」
と
は
，仲
間
と
共
に
学
び
合
う
中
で
，相
手
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
，自
分
の
考
え
や
思
い
を
発
信
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
「
認
め
る
力
」
と
は
，他
者
と
か
か
わ
り
合
う

中
で
，多
様
な
考
え
方
を
理
解
し
た
り
，受
け
入
れ
た
り
，共
感
し
た
り
す
る
力
で
す
。
「
律
す
る
力
」
と
は
，自
分
と
向
き
合
い
な
が
ら
，自
分
で
自
分
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
こ
の
教
育
課
程
の
実
施
を
通
し
て
，す
べ
て
の
子
ど
も
が
小
須
戸
で
愛
さ
れ
，小
須
戸
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
保
護
者
・地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

健
康

な
く

ら
し

と
ま

ち
づ

く
り

（
2

7
）

わ
た

し
た

ち
の

県
の

ま
ち

づ
く

り
（

1
9
）

ご
み

は
ど

こ
へ

（
1

3
）

ご
み

は
ど

こ
か

ら
（

1
3
）

自
然

災
害

に
そ

な
え

る
ま

ち
づ

く
り

《
補

助
教

材
》
（

1
0
）

地
震

に
そ

な
え

る
ま

ち
づ

く
り

水
害

に
そ

な
え

る
ま

ち
づ

く
り

【
選

択
】
（
９

）

地
域

で
受

け
つ

が
れ

て
き

た
も

の
（

1
0
）

昔
か

ら
今

へ
と

続
く

ま
ち

づ
く

り
（

1
6
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）

焼
き

物
を

生
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
（
５

）

昔
の

よ
さ

を
未

来
に

伝
え

る
ま

ち
づ

く
り

【
選

択
】
（
６

）

国
際

交
流

が
さ

か
ん

な
ま

ち
づ

く
り

（
７

）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
１

）

地
域

で
受

け
つ

が
れ

て
き

た
も

の
（
９

）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）

昔
か

ら
今

へ
と

続
く
ま

ち
づ

く
り

【選
択

】
（1

5
）

私
た

ち
の

県
の

ま
ち

づ
く

り
（
８

）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
２

）

県
の

地
図

を
広

げ
て

（
６

）

見
つ

け
た

よ

た
め

し
た

よ
（
２

）
ま

ぼ
ろ

し
の

花
（
６

）
お

も
し

ろ
ア

イ
デ

ィ
ア

ボ
ッ

ク
ス

（
６

）

ゆ
め

の
ま

ち
へ

よ
う

こ
そ

（
４

）
わ

す
れ

ら
れ

な
い

あ
の

時
（
６

）
コ

ロ
コ

ロ
ガ

ー
レ

（
８

）
立

ち
上

が
れ

ね
ん

土

（
６

）
ほ

っ
て

す
っ

て
見

つ
け

て
（
１

０
）

幸
せ

を
呼

ぶ
カ

ー
ド

（
８

）

絵
具

で
ゆ

め
も

よ
う

（
２

）

か
ら

だ
で

か
ん

し
ょ

う
（
２

）

保
健

（
４

）

育
ち

ゆ
く

わ
た

し

着
任

式
・
入

学
式

・
始

業
式

１
年

生
を

迎
え

る
会

☆
各

種
健

診
・
検

診
運

動
会

持
久

走
記

録
会

若
葉

祭

こ
す

ど
っ

子
祭

り
Ｃ

Ｒ
Ｔ
学

力
調

査

生
活

科
・
総

合
学

習
発

表
会

６
年

生
あ

り
が

と
う

集
会

ぐ
ん

ぐ
ん

タ
イ

ム
（
年

間
）

Y
o

u
遊

タ
イ

ム
（
年

間
）

後
期

終
業

式
・
卒

業
式

・
離

任
式

な
わ

と
び

大
会

☐
避

難
訓

練
・
引

き
渡

し
訓

練

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

元
気

ア
ッ

プ
週

間
▲

読
書

週
間

体
力

テ
ス

ト

☆
歯

と
口

の
週

間

◎
給

食
週

間
☆

い
い

歯
の

週
間

☆
か

ぜ
予

防
週

間

◎
給

食
週

間
元

気
ア

ッ
プ

週
間

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

◇
（
２

）
イ

Ｓ
Ｎ

Ｓ
と

の
か

か
わ

り
①

☐
（
２

）
ウ

も
し

地
震

が
起

き
た

ら
①

（
２

）
ア

よ
り

よ
い

あ
い

さ
つ

を
①

■
（
３

）
ア

４
年

生
に

な
っ

て
①

（
１

）
学

級
目

標
を

決
め

よ
う
②

（
１

）
こ

す
ど

っ
子

ま
つ

り
を

盛
り

上
げ

よ
う

③
（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②
（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
係

活
動

で
ク

ラ
ス

を
よ

り
よ

く
①

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

☆
（
２
）
ウ

毎
食

後
の

は
み

が
き

①

▲
（
３

）
ウ

本
で

学
ぼ

う
①

（
３

）
ウ

家
庭

学
習

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①

（
２

）
エ

あ
り

が
と

う
調

理
員

さ
ん

（
１

）
６

年
生

あ
り

が
と

う
集

会
に

向
け

て
②

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
②

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
②

■
（
３

）
ア

１
年

間
の

振
り

返
り

①

（
１

）
係

活
動

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①
（
３

）
ア

持
久

走
記

録
会

に
向

け
て

①
（
３

）
ア

学
習

発
表

会
に

向
け

て
①

（
１

）
学

級
活

動
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

①

◎
（
２

）
エ

朝
ご

は
ん

を
食

べ
よ

う
①

（
３

）
イ

お
そ

う
じ

名
人

①

校
外

学
習

県
警

・
ゴ

ミ
処

理
場

校
外

学
習

浄
水

場

校
外

学
習

に
じ

い
ろ

音
楽

祭

校
外

学
習

大
河

津
分

水



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和

２
年

度
 新

潟
市

立
小

須
戸

小
学

校
第

５
学

年
 年

間
指

導
計

画

総
合

的
な

学
習

の
時

間

８
・
９
月

１０
月

１１
月

１２
月

４
月

５
月

６
月

７
月

３
月

国
語

社
会

算
数

理
科

１月
２
月

重
点

単
元

・
各

種
教

育
と

の
関

連
・
・
・
・
　

　
◇

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
・
情

報
教

育
　

　
▲

図
書

館
教

育
　

　
◎

食
育

・
食

に
関

す
る

指
導

　
　

●
環

境
教

育
　

　
☆

保
健

教
育

　
　

☐
安

全
教

育
　

　
★

福
祉

教
育

　
　

○
国

際
理

解
教

育
　

　
■

キ
ャ

リ
ア

教
育

　
　

▽
人

権
同

和
教

育

地
域

行
事

学
校

行
事

等

道
徳

音
楽

図
画
工
作

体
育

外
国
語

家
庭

学
級

活
動

伝
え

よ
う

！
小

須
戸

の
町

屋
と

お
米

（
７

０
）

教
育
目
標 よ
く
考
え
助
け
合
う
子
ど
も

伝
え
る
力

認
め
る
力

律
す
る
力

小
須

戸
の

町
屋

の
よ

さ
を

知
ろ

う
。

田
植

え
を

し
て

み
よ

う
。

小
須

戸
で

お
い

し
い

お
米

を
作

ろ
う

。
調

べ
た

こ
と

や
学

ん
だ

こ
と

を
，

レ
ポ

ー
ト

に
ま

と
め

よ
う

。

今
ま

で
学

ん
で

き
た

こ
と

を
全

校
や

保
護

者
の

皆
さ

ん
に

伝
え

よ
う

ふ
り

こ
の

運
動

(1
0

)

●
種

子
の

発
芽

と
成

長
（

1
4
）

魚
の

た
ん

じ
ょ

う
（

1
0
）

台
風

の
接

近
（
４

）
実

や
種

子
の

で
き

方
（
９

）

雲
と

天
気

の
変

化
（
８

）

流
れ

る
水

の
は

た
ら

き
（
１

２
）

電
流

の
は

た
ら

き
（
１

２
）

冬
か

ら
春

へ

も
の

の
と

け
方

（
1

5
）

人
の

た
ん

じ
ょ

う
（

9
）

日
本

の
国

土
と

わ
た

し
た

ち
の

く
ら

し
（

2
0
）

○
日

本
の

国
土

と

世
界

の
国

々
（
５

）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）

国
土

の
気

候
と

地
形

の
特

色
（
４

）

未
来

を
支

え
る

食
料

生
産

（
2

6
）

未
来

を
つ

く
り

出
す

工
業

生
し

（
2

3
）

自
然

条
件

と

人
々

の
く
ら

し
（

1
0
）

■
◎

米
づ

く
り

の
さ

か
ん

な
地

域
（

1
1
）

■
水

産
業

の
さ

か
ん

な
地

域
（
９

）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）

■
●

○
こ

れ
か

ら
の

食
料

生
産

（
５

）
■

自
動

車
の

生
産

に

は
げ

む
人

々
（
９

）
○

日
本

の
工

業
生

産
と

貿
易

・
運

輸
（
５

）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）

日
本

の
工

業
生

産
の

今
と

未
来

（
８

）

◇
未

来
と

つ
な

が
る

情
報

（
1

3
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）

情
報

を
伝

え
る

人
々

と
わ

た
し

た
ち

（
６

）

く
ら

し
と

産
業

を
変

え
る

情
報

通
信

技
術

（
６

）

国
土

の
自

然
と

と
も

に
生

き
る

（
1

8
）

●
自

然
災

害
と

と
も

に
生

き
る

（
６
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）
森

林
と

と
も

に

●
環

境
を

と
も

に
守

る
（
５

）

小
数

と
整

数
(4

)

合
同

な
図

形
(8

)
小

数
の

か
け

算
(9

)

単
位

量
あ

た
り

の
大

き
さ

（
１
）

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)
図

形
の

角
(7

)
図

形
の

面
積

(1
3

)
デ

ー
タ

の
活

用
(2

)

5
年

の
ま

と
め

を
し

よ
う

(3
)

◇
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
の

ミ
(1

)

今
の

自
分

を
知

ろ
う

!(
1

)

ア
ク

テ
ィ

ブ
!!

(1
)

割
合

（
１

）
(5

)

◇
正

多
角

形
と

円
(9

)

い
ろ

い
ろ

な
グ

ラ
フ

(6
)

分
数

と
小

数
・
整

数
(1

0
)

体
積

(9
)

割
合

(7
)

比
例

(5
)

倍
数

と
約

数
(1

1
)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

立
体

(7
)

平
均

(7
)

数
の

わ
り

算
(1

0
)

ひ
ま

わ
り

を
育

て
よ

う
(1

)

単
位

量
あ

た
り

大
き

さ
（
２
）

(7
)

ア
ク

テ
ィ

ブ
!!

(1
)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)

教
え

て
，

あ
な

た
の

こ
と

（
１

）

か
ん

が
え

る
の

っ
て

お
も

し
ろ

い
（
１

）

な
ま

え
つ

け
て

よ
（
４

）

▲
図

書
館

を
使

い
こ

な
そ

う

（
１

）

漢
字

の
成

り
立

ち
（
２

）

春
の

空
（
２

）

き
い

て
，

き
い

て
，

き
い

て
み

よ
う

〔
コ

ラ
ム

〕
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

す
る

と
き

（
６

）

漢
字

の
広

場
①

（
１

）

言
葉

の
意

味
が

分
か

る
こ

と

〔
情

報
〕
原

因
と

結
果

（
７

）

和
語

・
漢

語
・
外

来
語

（
２

）

日
常

を
十

七
音

で
（
３

）

古
典

の
世

界
（
一

）
（
２

）

◇
〔
情

報
〕
目

的
に

応
じ

て

引
用

す
る

と
き

（
２

）

み
ん

な
が

過
ご

し
や

す
い

町
へ

（
１

０
）

同
じ

読
み

方
の

漢
字

（
２

）

夏
の

夜
（
２

）

作
家

で
広

げ
る

わ
た

し
た

ち
の

▲
読

書
カ

レ
ー

ラ
イ

ス
（
５

）

か
ら

た
ち

の
花

（
１

）

ど
ち

ら
を

選
び

ま
す

か
（
２

）

新
聞

を
読

も
う

（
３

）

敬
語

（
２

）

た
ず

ね
び

と
（
６

）

漢
字

の
広

場
②

（
１

）

漢
字

の
読

み
方

と

使
い

方
（
２

）

秋
の

夕
暮

れ
（
２

）

よ
り

よ
い

学
校

生
活

の
た

め
に

〔
コ

ラ
ム

〕
意

見
が

対
立

し
た

と
き

に
は

（
６

）

漢
字

の
広

場
③

（
１

）

固
有

種
が

教
え

て
く
れ

る
こ

と

◇
〔
情

報
〕
統

計
資

料
の

読
み

方

グ
ラ

フ
や

表
を

用
い

て
書

こ
う

（
１

１
）

古
典

芸
能

の
世

界
（
１

）

ガ
ン

ジ
ー

博
士

の

暗
号

解
読

（
２

）

古
典

の
世

界
（
二

）
（
１

）

ア
ン

パ
ン

マ
ン

の
勇

気
（
５

）

あ
な

た
は

，
ど

う
考

え
る

（
６

）

冬
の

朝
（
２

）

生
活

の
中

で

詩
を

楽
し

も
う

（
２

）

方
言

と
共

通
語

（
２

）

漢
字

の
広

場
⑤

（
１

）

想
像

力
の

ス
イ

ッ
チ

を

入
れ

よ
う

（
６

）

複
合

語
（
２

）

伝
わ

る
表

現
を

選
ぼ

う
（
３

）

こ
の

本
，

▲
お

す
す

め
し

ま
す

（
７

）

提
案

し
よ

う
，

言
葉

と
わ

た
し

た
ち

（
６

）

日
本

語
の

表
記

（
１

）

漢
字

の
広

場
⑥

（
１

）

大
造

じ
い

さ
ん

と
ガ

ン
（
６

）

五
年

生
の

ま
と

め
（
３

）
四

年
生

で
学

習
し

た
こ

と
毛

筆
学

習
の

は
じ

め
に

学
習

の
進

め
方

（
１

）
消

し
ゴ

ム
は

ん
こ

を
作

っ
て

ほ
先

の
動

き
と

点
画

の
つ

点
画

の
つ

な
が

り
と

筆
順

「
に

ょ
う

」
の

筆
使

い
（
３

）
文

字
と

行
の

中
心

（
３

）
文

字
の

大
き

さ
と

配
列

（
４

）

・
夢

を
実

現
す

る
た

め
に

A

・
流

行
お

く
れ

A

・
あ

い
さ

つ
っ

て
B

・
友

の
し

ょ
う

ぞ
う

画
B

・
わ

た
し

は
飼

育
委

員
C

・
公

園
の

き
ま

り
を

作
ろ

う
C

・
す

れ
ち

が
い

B

・
ど

う
す

れ
ば

い
い

の
だ

ろ
う

C

・
道

案
内

B

・
命

の
詩

―
―

電
池

が

切
れ

る
ま

で
D

・
一

ふ
み

十
年

D

・
宇

宙
か

ら
見

え
た

も
の

D

・
自

分
の

身
は

自
分

で
守

る
A

・
ケ

ン
タ

の
役

割
C

・
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
対

決
B

・
「
同

じ
で

ち
が

う
」

D

・
だ

れ
も

が
幸

せ
に

な
れ

る

社
会

を
C

・
ブ

ラ
ン

コ
乗

り
と

ピ
エ

ロ
B

・
水

が
わ

た
る

橋

・
ク

ー
ル

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

C

・
曲

げ
わ

っ
ぱ

か
ら

伝
わ

る
も

の
C

★
・
真

の
看

護
を

求
め

て
―

―
ナ

イ
チ

ン
ゲ

ー
ル

A

・
「
自

分
ら

し
さ

」
を

見
つ

め
よ

う
A

▽
・
し

ん
じ

さ
ん

の
ノ

ー
ト

C

＊
出

典
「
生

き
る
Ⅲ

」

・
祖

母
の

り
ん

ご
C

・
お

お
き

に
，
あ

り
が

と
う

C

・
小

さ
な

国
際

親
善

大
使

C

・
お

客
さ

ま
C

・
う

ば
わ

れ
た

自
由

A

・
マ

ー
ク

が
伝

え
る

も
の

B

・
千

羽
づ

る
A

・
最

後
の

コ
ン

サ
ー

ト
―

―

□
・
チ

ェ
ロ

奏
者

・
徳

永
兼

一
郎

D

・
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
か

ら

も
ら

っ
た

命
B

・
ア

ン
パ

ン
マ

ン
が

く
れ

た
も

の
D

歌
声

を
ひ

び
か

せ
て

音
の

重
な

り
を

感
じ

取
ろ

う
（
５

）
い

ろ
い

ろ
な

音
色

を
感

じ
取

ろ
う

（
７

）
和

音
の

移
り

変
わ

り
を

感
じ

取
ろ

う
（
５

）
曲

想
の

変
化

を
感

じ
取

ろ
う

（
５

）
詩

と
音

楽
の

関
り

を
味

わ
お

う
（
６

）
○

日
本

の
音

楽
に

親
し

も
う

（
６

）
思

い
を

表
現

に
生

か
そ

う
で

（
６

）

歌
い

い
つ

ご
う

日
本

の
歌

・
み

ん
な

で
楽

し
く
（
年

間
：
４

）

カ
ー

ド
を

使
っ

て
（
選

択
）
カ

ー
ド
を

つ
く
っ

て

（
選

択
）
ア

ー
ト

カ
ー

ド
で

(2
)

形
が

動
く

絵
が

動
く

(6
)

の
ぞ

い
て

み
る

と
(4

)
心

の
も

よ
う

(2
)

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

身
近

な
も

の
を

見
つ

め
て

(1
)

あ
ん

な
と

こ
ろ

が
こ

ん
な

と
こ

ろ
に

見
え

て
き

た
(3

)

糸
の

こ
ス

イ
ス

イ
(4

)
使

っ
て

楽
し

い
焼

き
物

(6
)

立
ち

上
が

れ
！

ワ
イ

ヤ
ー

ア
ー

ト
(2

)

消
し

て
か

く

(2
)

光
と

場
所

の
ハ

ー
モ

ニ
ー

（
選

択
）

暗
い

場
所

で

（
選

択
）

言
葉

か
ら

思
い

を
広

げ
て

(4
)

わ
た

し
の

い
い

形

（
選

択
）
ほ

り
出

し
た

形
（
選

択
）
ね

っ
た

形
(2

)

ほ
り

進
め

て

刷
り

重
ね

て
(4

)
伝

え
合

い
た

い
思

い
(6

)

ガ
イ

ダ
ン

ス
(１

)
私

の
生

活
大

発
見

！
（
４

）
◎

お
い

し
い

楽
し

い
調

理
の

力
（
６
）

ひ
と

針
に

心
を

こ
め

て
（
９

）
持

続
可

能
な

暮
ら

し
へ

物
や

お
金

の
使

い
方

（
６
）

◎
食

べ
て

元
気

！
ご

飯
と

み
そ

汁
（

1
0
）

気
持

ち
が

つ
な

が
る

家
族

の

時
間

（
２
）

物
を

生
か

し
て

住
み

や
す

く
！

（
７
）

ミ
シ

ン
に

ト
ラ

イ
！

手
作

り
で

楽
し

い
生

活
（

1
1
）

５
年

生
の

ま
と

め
（
１

）

生
活

を
変

え
る

チ
ャ

ン
ス

ボ
ー

ル
運

動
ゴ

ー
ル

型
（
１

２
）

サ
ッ

カ
ー

タ
グ

ラ
グ

ビ
ー

□
水

泳
運

動
水

泳
運

動
（
１

０
）

体
つ

く
り

体
ほ

ぐ
し

の

運
動

（
３
）

体
つ

く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（
３

）
器

械
運

動
マ

ッ
ト

運
動

（
６

）
ボ

ー
ル

運
動

ネ
ッ

ト
型

ｿ
ﾌ
ﾄﾊ

ﾞﾚ
ｰ

ボ
ー

ル
（

1
0
）

保
健

心
の

健
康

（
３

）

陸
上

運
動

投
運

動
（
１

）

陸
上

運
動

走
り

幅
跳

び
（
４

）

ボ
ー

ル
運

動

ﾍ
ﾞｰ

ｽ
ﾎ

ﾞｰ
ﾙ

型

テ
ィ

ー
ﾎ

ﾞｰ
ﾙ

（
１

１
）

保
健

け
が

の
防

止
（
５

）

表
現

運
動

表
現

（
６

）
陸

上
運

動

投
運

動
（
１

）
陸

上
運

動
短

距
離

・
リ

レ
ー

（
６

）
体

つ
く
り

運
動

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
（
２

）

表
現

運
動

日
本

の
踊

り
（
４

）

体
つ

く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（３
）

U
n

it
 1

 H
el

lo
,

fr
ie

n
d

s.
(8

)
U

n
it

 2
 W

h
en

 is
 y

o
ur

 b
irt

h
d

ay
?(

8)
U

n
it

 3
 W

h
at

 d
o 

yo
u

 w
an

t 
to

 s
tu

d
y?

(8
)

○
C

h
ec

k 
Yo

u
r 

St
ep

s 
1

 外
国

の
人

に
自

己
紹

介
を

し
よ

う
(2

)
U

n
it

 4
 H

e 
ca

n
 b

ak
e

b
re

ad
 w

el
l.

(8
)

U
n

it
 5

 W
h

er
e 

is
 t

h
e 

p
o

st
 o

ff
ic

e?
(8

)
U

n
it

 6
 W

h
at

 w
o

u
ld

 y
o

u
 li

ke
?(

8
)

○
C

h
ec

k 
Yo

u
r 

St
ep

s 
2

 

地
域

の
お

す
す

め
を

紹
介

し
よ

う
(2

)

U
n

it
 7

 W
el

co
m

e 
to

 Ja
p

an
.(

8)
U

n
it

 8
 W

h
o

 i
s 

yo
u

r 
h

er
o

?(
8

)
○

C
h

ec
k 

Yo
u

r 
St

ep
s 

3
 「
日

本
の

す
て

き
」
を

紹
介

し
よ

う
(2

)

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
小

須
戸

の
宝

は
何

か
考

え
よ

う
。

稲
刈

り
を

し
て

み
よ

う
。

調
べ

た
こ

と
や

学
ん

だ
こ

と
を

，
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
よ

う
。

小
須

戸
っ

子
米

を
販

売
し

て
，
町

屋
の

よ
さ

を
伝

え
よ

う
。

小
須

戸
の

町
屋

の
よ

さ
を

発
信

す
る

方
法

を
考

え
よ

う
。

も
っ

と
町

屋
を

大
切

に
す

る
方

法
を

考
え

よ
う

。

令
和
２
年
度
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
，小
須
戸
小
学
校
で
は
「
伝
え
る
力
」
「
認
め
る
力
」
「
律
す
る
力
」
の
３
つ
の
資
質
・能
力
を
大
切
に
し
て
，教
育
課
程
を
再
編
成
し
ま
し
た
。
「
伝
え
る
力
」
と
は
，仲
間
と
共
に
学
び
合
う
中
で
，相
手
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
，自
分
の
考
え
や
思
い
を
発
信
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
「
認
め
る
力
」
と
は
，他
者
と
か
か
わ
り
合
う

中
で
，多
様
な
考
え
方
を
理
解
し
た
り
，受
け
入
れ
た
り
，共
感
し
た
り
す
る
力
で
す
。
「
律
す
る
力
」
と
は
，自
分
と
向
き
合
い
な
が
ら
，自
分
で
自
分
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
こ
の
教
育
課
程
の
実
施
を
通
し
て
，す
べ
て
の
子
ど
も
が
小
須
戸
で
愛
さ
れ
，小
須
戸
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
保
護
者
・地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

着
任

式
・
入

学
式

・
始

業
式

１
年

生
を

迎
え

る
会

☆
各

種
健

診
・
検

診
運

動
会

持
久

走
記

録
会

若
葉

祭

こ
す

ど
っ

子
祭

り
Ｃ

Ｒ
Ｔ
学

力
調

査

生
活

科
・
総

合
学

習
発

表
会

６
年

生
あ

り
が

と
う

集
会

ぐ
ん

ぐ
ん

タ
イ

ム
（
年

間
）

Y
o

u
遊

タ
イ

ム
（
年

間
）

後
期

終
業

式
・
卒

業
式

・
離

任
式

な
わ

と
び

大
会

☐
避

難
訓

練
・
引

き
渡

し
訓

練

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

元
気

ア
ッ

プ
週

間
▲

読
書

週
間

体
力

テ
ス

ト

☆
歯

と
口

の
週

間

◎
給

食
週

間
☆

い
い

歯
の

週
間

☆
か

ぜ
予

防
週

間

◎
給

食
週

間
元

気
ア

ッ
プ

週
間

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

☆
（
２

）
ウ

歯
科

衛
生

士
予

防
教

室

◇
（
２

）
イ

Ｓ
Ｎ

Ｓ
と

の
か

か
わ

り
①

☐
（
２

）
ウ

も
し

地
震

が
起

き
た

ら
①

（
２

）
ア

よ
り

よ
い

あ
い

さ
つ

を
①

■
（
３

）
ア

５
年

生
に

な
っ

て
①

（
１

）
学

級
目

標
を

決
め

よ
う
②

（
１

）
こ

す
ど

っ
子

ま
つ

り
を

盛
り

上
げ

よ
う

③

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②
（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
係

活
動

で
ク

ラ
ス

を
よ

り
よ

く
①

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

▲
（
３

）
ウ

本
や

新
聞

に
親

し
も

う
①

（
３

）
ウ

家
庭

学
習

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①

（
２

）
エ

あ
り

が
と

う
調

理
員

さ
ん

（
１

）
６

年
生

あ
り

が
と

う
集

会
に

向
け

て
②

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
②

（
自

然
教

室
関

係
）

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
②

■
（
３

）
ア

１
年

間
の

振
り

返
り

①

（
１

）
係

活
動

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①
（
３

）
ア

持
久

走
記

録
会

に
向

け
て

①
（
３

）
ア

学
習

発
表

会
に

向
け

て
①

（
１

）
学

級
活

動
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

①

◎
（
２

）
エ

食
品

ロ
ス

を
減

ら
そ

う
①

（
３

）
イ

お
そ

う
じ

名
人

①

自
然

教
室

校
外

学
習

米
の

販
売

会
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重
点

単
元

・
各

種
教

育
と

の
関

連
・
・
・
・
　

　
◇

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
・
情

報
教

育
　

　
▲

図
書

館
教

育
　

　
◎

食
育

・
食

に
関

す
る

指
導

　
　

●
環

境
教

育
　

　
☆

保
健

教
育

　
　

☐
安

全
教

育
　

　
★

福
祉

教
育

　
　

○
国

際
理

解
教

育
　

　
■

キ
ャ

リ
ア

教
育

　
　

▽
人

権
同

和
教

育

６
月

７
月

令
和

２
年

度
 新

潟
市

立
小

須
戸

小
学

校
第

６
学

年
 年

間
指

導
計

画

５
月

図
画
工
作

３
月

国
語

社
会

算
数

理
科

総
合

的
な

学
習

の
時

間

２
月

４
月

地
域

行
事

学
校

行
事

等

８
・
９
月

１０
月

１１
月

１２
月

１月

学
級

活
動

外
国
語

家
庭

道
徳

音
楽

体
育

え
が

こ
う

！
か

が
や

く
未

来
（
７

０
）

教
育
目
標 よ
く
考
え
助
け
合
う
子
ど
も

伝
え
る
力

認
め
る
力

律
す
る
力

今
の

小
須

戸
地

域
の

よ
さ

や
、

特
徴

、
課

題
は

何
だ

ろ
う

。

お
年

寄
り

に
聞

い
て

み
よ

う
。

～
地

域
の

茶
の

間
①

と
の

関
連

～

◇
他

の
地

域
と

比
べ

て
み

よ
う

佐
渡

の
よ

さ
や

、
特

徴
、
課

題
を

調
べ

よ
う

～
佐

生
修

学
旅

行
と

の
関

連
～

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
べ

よ
う

。
・
実

際
に

見
学

・
体

験
し

よ
う

。
調

べ
た

こ
と

や
学

ん
だ

こ
と

を
，

レ
ポ

ー
ト

に
ま

と
め

よ
う

。

小
須

戸
の

よ
さ

や
課

題
か

ら
、

小
須

戸
の

未
来

を
考

え
よ

う
、

伝
え

よ
う

調
べ

た
こ

と
や

学
ん

だ
こ

と
を

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
ま

と
め

よ
う

～
バ

ッ
ク

キ
ャ

ス
テ

ィ
ン

グ
法

～

・
地

域
の

抱
え

る
課

題
か

ら
、

地
域

を
よ

り
よ

く
す

る
た

め
の

方
法

を
考

え
よ

う

自
分

自
身

を
見

つ
め

よ
う

～
卒

業
に

向
け

て
～

・
自

分
自

身
の

よ
さ

や
、

長
所

・短
所

を
見

つ
め

よ
う

・
友

だ
ち

の
と

互
い

の
よ

さ
を

話
し

合
お

う

感
謝

の
気

持
ち

を
伝

え
よ

う
今

ま
で

お
世

話
に

な
っ

た
人

に々
感

謝
の

気
持

ち

を
ど

の
よ

う
に

し
て

伝
え

た
来

意
の

だ
ろ

う

～
感

謝
を

表
す

活
動

の
計

画
・準

備
・
実

践
～

小
須

戸
の

未
来

に
つ

い
て

地
域

の
人

た
ち

に
発

信
し

よ
う

１
０

年
後

の
小

須
戸

の
未

来
発

表
会

も
の

の
燃

え
方

と
空

気
(1

2
)

人
や

動
物

の
体

（
９

）

植
物

の
養

分
と

水
（

9
）

●
生

物
の

く
ら

し
と

環
境

（
８

）
て

こ
の

し
く

み
と

は
た

ら
き

（
９

）

月
の

形
と

太
陽

（
９

）

大
地

の
つ

く
り

と
変

化
（
８

）

水
溶

液
の

性
質

（
1

1
）

◇
電

気
と

私
た

ち
の

生
活

（
１

６
）

●
人

と
環

境
（

1
0
）

火
山

の
噴

火
と

地
震

（
４

）

と
も

に
生

き
る

暮
ら

し
と

政
治

（
2

0
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）

▽
憲

法
と

わ
た

し
た

ち
の

暮
ら

し
（

1
1
）

わ
た

し
た

ち
の

暮
ら

し
を

支
え

る
政

治
災

害
か

ら
わ

た
し

た
ち

を
守

る
政

治

雪
と

と
も

に
生

き
る

暮
ら

し
を

支
え

る
政

治
【
選

択
】
（
８

）

日
本

の
歴

史
（

7
0
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）

国
づ

く
り

へ
の

歩
み

（
７

）

大
陸

に
学

ん
だ

国
づ

く
り

（
７

）

武
士

の
政

治
が

始
ま

る
（
４

）
室

町
文

化
と

力
を

つ
け

る
人

々
（
４

）
全

国
統

一
へ

の
動

き
（
５

）
幕

府
の

政
治

と
人

々
の

暮
ら

し
（
５

）

新
し

い
文

化
と

学
問

（
６

）
明

治
の

新
し

い
国

づ
く

り
（
７

）
近

代
国

家
を

目
ざ

し
て

（
９

）
戦

争
と

人
々

の
暮

ら
し

（
７

）

平
和

で
豊

か
な

暮
ら

し
を

目
ざ

し
て

（
８

）

○
世

界
の

中
の

日
本

（
1

5
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
１

）

日
本

と
つ

な
が

り
の

深
い

国
々

（
６

）

●
地

球
規

模
の

課
題

の
解

決
と

国
際

協
力

（
８

）

分
数

と
整

数
の

な
ら

べ
方

と
組

み
合

わ
せ

方
(7

)

文
字

と
式

(8
)

小
数

と
分

数
の

計
算

(6
)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)

対
称

(1
3

)
比

例
と

反
比

例
(1

5
)

◇
デ

ー
タ

の
活

用
(4

)
算

数
の

ま
と

め
(5

)

◇
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
グ

(1
)

中
学

校
へ

の
か

け
橋

(1
1

)

ア
ク

テ
ィ

ブ
!!

(1
)

拡
大

図
と

縮
図

(1
1

)

資
料

の
整

理
(8

)
分

数
×

分
数

(1
1

)
円

の
面

積
(1

0
)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)

算
数

で
見

つ
け

た
考

え
方

(9
)

立
体

の
体

積
(7

)
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
投

げ
(1

)

比
と

そ
の

利
用

(1
0

)

ア
ク

テ
ィ

ブ
!!

(1
)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)

分
数

÷
分

数
(8

)

ふ
り

か
え

ろ
う

つ
な

げ
よ

う
(1

)

つ
な

い
で

，
つ

な
い

で
，

一
つ

の
お

話
（
１

）

春
の

河
小

景
異

情
（
１

）
帰

り
道

（
４

）

地
域

の
施

設
を

活
用

し
よ

う
（
１

）
漢

字
の

形
と

音
・
意

味
（
２

）
春

の
い

ぶ
き

（
２

）

聞
い

て
，

考
え

を
深

め
よ

う
（
６

）
漢

字
の

広
場

①
（
１

）

時
計

の
時

間
と

心
の

時
間

〔
情

報
〕
主

張
と

事
例

（
７

）

話
し

言
葉

と
書

き
言

葉
（
１

）

た
の

し
み

は
（
３

）

文
の

組
み

立
て

（
２

）

天
地

の
文

（
１

）
◇

情
報

〕
情

報
と

情
報

を

つ
な

げ
て

伝
え

る
と

き
（
２

）

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
（
１

０
）

夏
の

さ
か

り
（
２

）

▲
私

と
本

森
へ

（
５

）

漢
字

の
広

場
③

（
１

）
「
鳥

獣
戯

画
」
を

読
む

〔
情

報
〕
調

べ
た

情
報

の
用

い
方

日
本

文
化

を
発

信
し

よ
う

（
１

１
）

古
典

芸
能

の
世

界
（
１

）
カ

ン
ジ

ー
博

士
の

漢
字

学
習

の
秘

伝
（
２

）

漢
字

の
広

場
④

（
１

）

狂
言

柿
山

伏
（
４

）
大

切
に

し
た

い
言

葉
（
６

）

漢
字

の
広

場
⑤

（
１

）
冬

の
お

と
ず

れ
（
２

）

詩
を

朗
読

し
て

し
ょ

う
か

い
し

よ
う

（
２

）
仮

名
の

由
来

（
１

）

メ
デ

ィ
ア

と
人

間
社

会
大

切
な

人
と

深
く

つ
な

が
る

た
め

に

◇
〔
資

料
〕
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

で
未

来
を

創
る

（
６

）
漢

字
を

正
し

く
使

え
る

よ
う

に
（
２

）

人
を

ひ
き

つ
け

る
表

現
（
３

）
思

い
出

を
言

葉
に

（
７

）

今
，

私
は

，
ぼ

く
は

（
６

）

漢
字

の
広

場
⑥

（
１

）
海

の
命

（
６

）

中
学

校
へ

つ
な

げ
よ

う
生

き
る

今
，

あ
な

た
に

考
え

て
ほ

し
い

こ
と

（
４

）

せ
ん

ね
ん

ま
ん

ね
ん

（
１

）
い

ち
ば

ん
大

事
な

も
の

は
（
２

）

利
用

案
内

を
読

も
う

（
３

）
熟

語
の

成
り

立
ち

（
２

）

漢
字

の
広

場
②

（
１

）

や
ま

な
し

〔
資

料
〕
イ

ー
ハ

ト
ー

ヴ
の

夢
（
８

）

言
葉

の
変

化
（
２

）
秋

深
し

（
２

）

み
ん

な
で

楽
し

く
過

ご
す

た
め

に
〔
コ

ラ
ム

〕
伝

え
に

く
い

こ
と

を
伝

え
る

（
６

）

六
年

生
の

ま
と

め
（
３

）
毛

筆
学

習
の

は
じ

め
に

身
の

回
り

の
文

字
（
２

）
五

年
生

で
学

習
し

た
こ

と
（
２

）
学

習
の

進
め

方
（
１

）
文

字
の

組
み

立
て

（
３

）
ほ

先
の

動
き

と
点

画
の

つ
な

が
り

（
４

）
字

形
を

整
え

る
（
５

）
文

字
の

大
き

さ
と

配
列

（
５

）

・
ま

ど
か

さ
ん

か
ら

の
手

紙
―

―
こ

ど
も

た
ち

へ
D

・
ぬ

く
も

り
D

・
な

れ
な

か
っ

た
リ

レ
ー

の

選
手

A

・
礼

儀
正

し
い

ふ
る

ま
い

B
・
子

ど
も

会
の

キ
ャ

ン
プ

C

・
泣

き
虫

C
・
こ

の
胸

の
痛

み
を

B

・
ロ

レ
ン

ゾ
の

友
達

B
・
今

度
は

，
ぼ

く
の

番
B

・
海

の
ゆ

り
か

ご
―

―
ア

マ
モ

の
再

生
D

・
命

の
旅

D

/
・
世

界
人

権
宣

言
か

ら
学

ぼ
う

C
・
気

に
入

ら
な

か
っ

た
写

真
A

・
手

品
師

A
・
み

ん
な

，
お

か
し

い
よ

！
B

・
コ

ス
モ

ス
の

花
B

・
六

年
生

の
責

任
っ

て
？

C
・
ぼ

く
の

名
前

呼
ん

で
C

・
こ

こ
を

走
れ

ば
C

・
最

後
の

お
く

り
物

B
・
よ

う
こ

そ
，

菅
島

へ
！

C

■
・
「
働

く
」
っ

て
，

ど
う

い
う

こ
と

？
C

・
マ

ザ
ー

＝
テ

レ
サ

D

▽
・
人

の
世

に
熱

あ
れ

，
人

間
に

光
あ

れ
―

西
光

万
吉

の
半

生
―

 C
＊

出
典

「
生

き
る
Ⅲ

」
・
三

十
八

億
年

の
命

D
・
「
ク

メ
ー

ル
絣

」の
復

興
を

目
ざ

し
て

B

・
お

じ
い

ち
ゃ

ん
と

の
約

束
D

・
私

に
は

夢
が

あ
る

C

・
エ

ル
ト

ゥ
ー

ル
ル

号

―
―

友
好

の
始

ま
り

C

・
日

本
植

物
分

類
学

の
父

―
―

牧
野

富
太

郎
A

・
ス

イ
ッ

チ
A

・
小

川
笙

船
A

・
「
あ

り
が

と
う

」
の

気
持

ち
を

伝
え

る
B

・
一

さ
い

か
ら

百
さ

い
の

夢
D

歌
声

を
ひ

び
か

せ
て

心
を

つ
な

げ
よ

う
（
５

）
い

ろ
い

ろ
な

音
色

を
感

じ
取

ろ
う

（
６

）
旋

律
の

特
徴

を
生

か
し

て
表

現
し

よ
う

（
４

）
い

ろ
い

ろ
な

和
音

の
ひ

び
き

を
感

じ
取

ろ
う

（
７

）
曲

想
の

変
化

を
感

じ
取

ろ
う

（
７

）
詩

と
音

楽
の

関
り

を
味

わ
お

う
（
５

）
○

日
本

や
世

界
の

音
楽

に
親

し
も

う
（
４

）
楽

で
思

い
を

伝
え

よ
う

（
６

）

歌
い

い
つ

ご
う

日
本

の
歌

・
み

ん
な

で
楽

し
く

（
年

間
：
４

）

陸
上

運
動

ハ
ー

ド
ル

走
（
５

）

☐
水

泳
運

動
水

泳
運

動
（
１

０
）

体
つ

く
り

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
（
３

）

体
つ

く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（
3
）

器
械

運
動

鉄
棒

運
動

（
７

）

ボ
ー

ル
運

動
ネ

ッ
ト

型
ｿ
ﾌ
ﾄ
ﾊ

ﾞﾚ
ｰ

ボ
ー

ル
（
９

）
保

健
病

気
の

予
防

１
（
４

）

陸
上

運
動

走
り

高
跳

び
（
５

）

陸
上

運
動

投
運

動
（
１

） ボ
ー

ル
運

動
ﾍ

ﾞｰ
ｽ

ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
型

ソ
フ

ト
ﾎ

ﾞｰ
ﾙ

（
１

１
）

器
械

運
動

跳
び

箱
運

動
（
６

）

陸
上

運
動

投
運

動
（
１

）
表

現
運

動
外

国
の

ﾌ
ｫ
ｰ

ｸ
ﾀ
ﾞﾝ

ｽ
（
２

）

表
現

（
６

）

ボ
ー

ル
運

動
ゴ

ー
ル

型
（
１

０
）

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

体
つ

く
り

い
ろ

い
ろ

な
動

き
つ

く
り

（
3
）

☆
保

健
病

気
の

予
防

（
４

）

U
n

it
 1

 T
h

is
 i

s 
m

e
!(

8
)

U
n

it
 2

 H
o

w
 i

s 
y

o
u

r 
sc

h
o

o
l 

li
fe

?
(8

)
U

n
it

 3
 L

e
t'

s 
g

o
 t

o
 I

ta
ly

.(
8

)
○

C
h

ec
k 

Yo
u

r 
St

ep
s 

1
 外

国
の

人
に

ﾒ
ｯ
ｾ

ｰ
ｼ
ﾞを

伝
え

よ
う

U
n

it
 4

 S
u

m
m

e
r

V
a

ca
ti

o
n

s 
in

 t
h

e
 

W
o

rl
d

.(
8

)
U

n
it

 5
 W

e
a

ll
 l

iv
e

 o
n

 t
h

e
 E

a
rt

h
.(

8
)

U
n

it
 6

 L
e

t'
s 

th
in

k
 a

b
o

u
t 

o
u

r 
fo

o
d

.(
8

)
○

C
h

ec
k 

Yo
u

r 
St

ep
s 

2
 世

界
と

自
分

の
つ

な
が

り
を

紹
介

し
U

n
it

 7
 M

y
 B

e
st

 M
e

m
o

ry
.(

8
)

■
U

n
it

 8
 M

y
 F

u
tu

re
,

M
y

 D
re

a
m

(8
)

○
C

h
ec

k 
Yo

u
r 

St
ep

s 
3

 寄
せ

書
き

の
ﾒ
ｯ
ｾ

ｰ
ｼ
ﾞを

伝
え

よ
う

(2
)

お
年

寄
り

に
聞

い
て

み
よ

う
。

～
地

域
の

茶
の

間
②

と
の

関
連

～

小
須

戸
の

未
来

に
つ

い
て

、
自

分
た

ち
が

提
案

で
き

る
こ

と
を

考
え

よ
う

・
地

域
の

方
か

ら
お

話
を

聞
こ

う
・
本

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
よ

う

自
分

自
身

の
１

２
年

後
を

イ
メ

ー
ジ

し
よ

う
～

将
来

の
夢

・
職

業
・
生

き
方

～

・
図

工
：
１

２
年

後
の

私
と

の
関

連

・
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

な
ど

か
ら

自
分

自
身

が
大

切
に

し
た

い
生

き
方

や
、

地
域

と
の

つ
な

が
り

に

今
ま

で
学

ん
で

き
た

こ
と

を
全

校
や

保
護

者
の

皆
さ

ん
に

伝
え

よ
う

～
総

合
発

表
会

１
月

～

令
和
２
年
度
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
，小
須
戸
小
学
校
で
は
「
伝
え
る
力
」
「
認
め
る
力
」
「
律
す
る
力
」
の
３
つ
の
資
質
・能
力
を
大
切
に
し
て
，教
育
課
程
を
再
編
成
し
ま
し
た
。
「
伝
え
る
力
」
と
は
，仲
間
と
共
に
学
び
合
う
中
で
，相
手
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
，自
分
の
考
え
や
思
い
を
発
信
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
「
認
め
る
力
」
と
は
，他
者
と
か
か
わ
り
合
う

中
で
，多
様
な
考
え
方
を
理
解
し
た
り
，受
け
入
れ
た
り
，共
感
し
た
り
す
る
力
で
す
。
「
律
す
る
力
」
と
は
，自
分
と
向
き
合
い
な
が
ら
，自
分
で
自
分
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
こ
の
教
育
課
程
の
実
施
を
通
し
て
，す
べ
て
の
子
ど
も
が
小
須
戸
で
愛
さ
れ
，小
須
戸
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
保
護
者
・地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

わ
た

し
の

生
活

時
間

（
３

）
い

た
め

て
つ

く
ろ

う
朝

食
の

お
か

ず
（
８

）
ク

リ
ー

ン
大

作
戦

（
５

）
く

ふ
う

し
よ

う
お

い
し

い
食

事
（
１

２
）

共
に

生
き

る
生

活
（
１

０
）

暑
い

季
節

を
快

適
に

（
６

）
楽

し
く

ソ
ー

イ
ン

グ
（
１

０
）

見
つ

め
て

広
げ

て
（
１

）
想

像
の

つ
ば

さ
を

広
げ

て
（
４

）

選
択

単
元

動
き

を
と

ら
え

て
形

を
見

つ
け

て
（
３

）
水

の
流

れ
の

よ
う

に
（
４

）
く

る
く

る
ク

ラ
ン

ク
（
６

）
選

択
単

元
光

の
形

（
２

）

ア
ミ

ア
ミ

ア
ミ

ー
ゴ

（
２
）

墨
で

表
す

（
２

）
ひ

ら
い

て
み

る
と

（
２

）
い

っ
し

ゅ
ん

の
形

か
ら

（
４

）
筆

あ
と

研
究

所
（
鑑

賞
）
（
２

）
味

わ
っ

て
み

よ
う

和
の

形
（
鑑

賞
）
（
１

）
版

か
ら

広
が

る
世

界
（
５

）

ド
リ

ー
ム

プ
ラ

ン
（
２

）

1
2
年

後
の

わ
た

し
（
６

）
わ

た
し

の
大

切
な

風
景

（
４

）

着
任

式
・
入

学
式

・
始

業
式

１
年

生
を

迎
え

る
会

☆
各

種
健

診
・
検

診
運

動
会

持
久

走
記

録
会

若
葉

祭

こ
す

ど
っ

子
祭

り
Ｃ

Ｒ
Ｔ
学

力
調

査

生
活

科
・
総

合
学

習
発

表
会

６
年

生
あ

り
が

と
う

集
会

ぐ
ん

ぐ
ん

タ
イ

ム
（
年

間
）

Y
o

u
遊

タ
イ

ム
（
年

間
）

後
期

終
業

式
・
卒

業
式

・
離

任
式

な
わ

と
び

大
会

☐
避

難
訓

練
・
引

き
渡

し
訓

練

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

元
気

ア
ッ

プ
週

間
▲

読
書

週
間

体
力

テ
ス

ト

☆
歯

と
口

の
週

間

◎
給

食
週

間
☆

い
い

歯
の

週
間

☆
か

ぜ
予

防
週

間

◎
給

食
週

間
元

気
ア

ッ
プ

週
間

あ
い

さ
つ

強
調

週
間

◇
（
２

）
イ

Ｓ
Ｎ

Ｓ
と

の
か

か
わ

り
①

☐
（
２

）
ウ

も
し

地
震

が
起

き
た

ら
①

（
２

）
ア

よ
り

よ
い

あ
い

さ
つ

を
①

■
（
３

）
ア

６
年

生
に

な
っ

て
①

（
１

）
学

級
目

標
を

決
め

よ
う
②

（
１

）
こ

す
ど

っ
子

ま
つ

り
を

盛
り

上
げ

よ
う

③

☆
（
２

）
ウ

生
活

習
慣

と
歯

肉
炎

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②
（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②
（
１

）
係

活
動

で
ク

ラ
ス

を
よ

り
よ

く
①

（
１

）
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②

▲
（
３

）
ウ

本
で

学
び

を
深

め
よ

う
①

（
３

）
ウ

家
庭

学
習

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①

（
２

）
エ

あ
り

が
と

う
調

理
員

さ
ん

（
１

）
６

年
生

あ
り

が
と

う
集

会
に

向
け

て
②

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
②

（
修

学
旅

行
関

係
）

（
１

）
○

○
を

し
よ

う
②

■
（
３

）
ア

１
年

間
の

振
り

返
り

①

（
１

）
係

活
動

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

①
（
３

）
ア

持
久

走
記

録
会

に
向

け
て

①
（
３

）
ア

学
習

発
表

会
に

向
け

て
①

（
１

）
学

級
活

動
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

①

◎
（
２

）
エ

野
菜

を
食

べ
よ

う
①

（
３

）
イ

お
そ

う
じ

名
人

①

修
学

旅
行

地
域

の
茶

の
間

地
域

の
茶

の
間

訪
問

校
外

学
習

地
層

・
縄

文
弥

生
小

須
戸

の
未

来
を

語
る

会

全
国

学
テ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


